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庄 野 安 彦
本所 の研究棟新築計画 について は、第2新 棟(2絡 通路 に用 い られ てい る。
号館)が 着工 する直前 の1992年7月にIMRニ ュー さて新3号 館 は地 上8階 総床 面積4,462㎡の規模
スNo.13でご報 告 した が 、 そ の 後2号 館 が 竣 工 を持 ち、2号 館 とは各階で直接連絡 されている。 こ
(ユ993年12月)するの を待 たず に第3新 棟 が思い も こにはまもな く取 り壊 され る旧3号 館北翼部分の4
か けず実現する運 び とな り、現在完成 したその新3研 究室お よび技術部技術室の一部 お よび評価室 を収
号館への移転 が始 まった ところにある。 これ と平行 容す る。なお、2号 館(お よび新3号 館)の 研 究室
して本所75周 年記念事業 の公約の一つであった本 は3階 以上 に入居 したため、重量物 や振動 を嫌 う装K
l
、
多記念館の整備 も終わ り、ま もな く旧3号 館が解体 置 を設置す るため、新3号 館 の1階 に1コ マ分(約
されると、本 所の建物景観 は文字 どお り面 目を一新25㎡)を 割 り当てた。又1号 館研 究室 との床面積
す ることになる。 この時点 で、新装な った建物 の概 均等化 を図 る目的で、立木研 究室 に新3号 館 に移 っ
要 と配置 をご紹介す ることに したい。図面は本所建 て頂 き、1号 館 内で調整がで きる ように した。 これ
物群 の配置 と1号 館 か ら3号 館 までの研 究棟 におけ に よ り研 究室の床面積 は部 門あた り約325㎡(理論
る研究室、技術 部、新素材 開発施設の配置 を模式 的 系 は300㎡)と僅 かに増 やす ことがで きた。2号 館 、
に示 した ものであ る。3号 館 の特徴 としては、情報化時代 に備 えて各種通
新棟建築 にあ たっては、移転 を一度で済 ます方針 信 回線が1本 の配管 に収 め られている こと、節水対
か ら、旧3号 館 に囲 まれた中庭 に2号 館 と3号 館 を 策の一環 として循環式 の冷却水 を供 給する配管 を し
建 てる とい う制約が課せ られたため、特 に新3号 館 た こと、又細かい ことにわたるが、扉は原則 として
は1、2号 館 と直交す る配置を取 らざるを得 なか っ 内開 きとし、小 窓 をつけるこ とによ り室内の動静が
た。2号 館 について は前回 ご報告 したこ とで もあ り、 廊 下側 か らうかが える ように した ことなどが あげ ら
重複 は避 けたいが 、地上8階 地下1階 の総床 面積 れ よう。 受
9,060㎡の建物 に、9研 究室(3階 以上)と 新素材 旧3号 館南翼部分 を保存 し、本多記念館 として所
開発 施設(2階 以下)を 収容 し、1993年12月に竣 長室や事務部 などの管理部 門を収容す る計画が たて
工、昨年2月 までに移転 を完了 している。 これ に伴 られたが、 長期の使用 を可能 とす るため には大規模
い、旧3号 館 の東翼部分が取 り壊 された。特筆すべ な改修工事が必要 なことが判明 し、新3号 館 の建設
きこととしては、1号 館 と2号 館 の接続部分 に講堂 と平行 して工事が進め られ、昨年10月 に完成 した。
と会議室 を1階 に、 図書室 を2階 に配置 した2階 建1階 に総務課、2階 に経理課が入居 し、施設班 も技
ての建物が完成 したこ とである。 これに より本所の 術棟か ら移転、合流 した。所長室 は旧会議 室 を仕切
長年 の念願 であ った150名を収容で きる講 堂 を持 つ ってお使 い頂 いてい る。又所長室 の隣 りに名誉教授
こ とがで き、研究会 な どに活用 されている。又 図書 室 を設けた。 目玉 は3階 に共同研究の ため来所 した
室 も電動書架 を備 えた書庫 と閲覧室、事務室が1つ 研究者のための宿泊施設 を設 けたこ とで、 シングル
のフロアに集 ま り、カー ド式の入退室 自動装置 によ3室 、 ッイン2室 が まもな くご利用い ただけること
る24時 間利用体制 となって、利 用者 の便 が図 られ になっている。 なお、旧講堂は、視聴覚室 として小
てい る。 なお2階 廊下 は1号 館 と2、3号 館 との連 規模集会 に供す えるほか、記念資料室 には本多先生
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以来 の本所の歴史 を語 る品々が展示 される。 この よ 設班 の方 々の大変な ご努力があ り、 ここに厚 く感謝
うに由緒 ある建物 が保存、利用 されることになった したい。
こ とは大変喜ば しい。 本所が共同利用研究所 に改組 してか ら7年 が経過
なお、 この他 にも本所 に設置 されたスーパ ー コン した今、新 しき酒 は新 しき革袋 にの諺通 り、 これ ら
ピュー ター を収容 する建物(2階 建 て、750m2)が の新 しい建物 で新 しい発想 に基 づいた研究 の飛躍的
昨年3月 に完成 した ことや、本部工事 ではあるが本 発展 を期 したい。 あ と本所の建 築整備計画の残 され
所敷地内 に建設 された本学 ゲス トハ ウスが まもな く た課題 と しては、技術棟の改築 や環境整備 などがあ
竣工す るなど、本所 は文字 どお りの建設 ラ ッシュに るが、次期建物委員長の下で これ らの計画が推進 さ
襲われ、大変忙 しい思 いを した。 これ らの建物が無 れることを祈 って筆 を置 くこととす る。
事完成 した陰 には、担 当 された事務部職員や本部施
で、 ◆構内配置図◆
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金 子 武 次 郎
住 み慣 れ た旧3号 館 を後 に、新3号 館 に移 る。 授の机が置かれ、他 の一隅 に河野 さんが居 た。東南
僅 か2ヶ 月足 らずの仮住 まいであ るが、41年 間の 部 には、1コ マ半位 の部屋 があ り、本邦初の 自動比
金研 生活で初の個室住 まいである。 机 の前 にす わ 熱測定装置等が置 かれ、前田 さん達5人(神 垣、千
る と、昔の研究室風景が思 い出された。今 は知 る人 葉脩、千葉省子 、高橋)が 机 を並べ ていた。 もう一
の少 な くなった往 時の金研研究室の一風景 を書 き留 部屋 、1/3コマ位 の部屋 に安 達 さん達3人(尾 木 、
めてお くの も、あ ながち無駄 ではない と思 われた。 揮)が 入 り、臨時にお嬢 さん(計 算手伝い)が 入る
{・ 私力噺 制東北大 学大学 院 哩 学研 究聯 潮 生 ときもあ った誇 では・鷲 もつかない居腔 問で
として、金研 ・固体 電子論部 門(広 根 徳太郎教授)あ る。
に属 す るようになったの は、昭和29年(1954年)そ の後、院生が年毎 に増 えるにつれ部屋 も少々増
である。 当時、広根研 究室ス タッフは、広根教授 を えたが、大学院 を終 わるまで広根教授 、次 は前 田助
は じめ とし、長崎助教授(ア グネ技術 センター代表)、 教授 と、いつ も先生方 と一緒の部屋 に入 れ られた。
前 田(日 立 中央研部 長)、 国富(阪 大教 授)、安達 目を離す とさっぱ り研究 をや らない奴 と見 られてい
(名大教授)、神垣(富 山大教授)助 手等鋒 々たるメ たのでないだろうか。 しか し、今 日の私が あるのは、
ンバーであった。 その他 に尾 木、千葉(省 子)技 官、 両先生 の寛大 さのお陰であると感謝 している。広根
佐 藤(幸)、 千 葉脩 、河野大 学院生、坂本、枝本 学 先 生 の所 には古 くか らの友 人で あ る北大 の宮原 先
部学生 が居 り、私 と同期 生暉 素英 、高橋誠君が加わ 生、金属工業研 究所 の仁科存先生が よ く尋 ねて来 ら
った。前年 まで津屋助手(東 北大教授)が お られ、 れた。図 らず も私は若い ときに、 これ ら立 派な先生
一年後 に坪 川助手(コ パル重役)が 来 られた。 方 に身近 に接す ることが出来、幸いであ った。宮原
私 は、旧1号 館3階 にある約1/3コマの広 さの部 先生 も仁科先生 も、既に亡 くなわれ た。40年 とい
く 屋 に広根教授 と2人 同室 と決 まった。言 うまで もな う時の流 れを しみ じみ と感 じざるをえない。
く、広根教授 は磁性物理学 におけ る日本 のみ な らず 「住」 とともに 「食」 も大切 であ る。当時の昼食
世界的権威 、大変 なこ とになった なとい うのが実感 は実 に貧 しかった、主 にコッペパ ンであ る。少 した
で あった。部屋 には、 え らい先生方 の来訪 も多 く、 って、マーガ リンを塗 った食パ ンと牛乳1本 になっ
研究室会議iもここで行 われ た。その都度私 は、席 を た。青葉 通 りに ミルクホールなる ものが出来、たま
外す ことになる。 しか も、研 究室セ ミナー もこの狭 にそこで、 トース トと ミル クの昼食 を とった、御馳
い部屋で膝突 き合わせ て行 われたのである。3階 の 走 である。 食事 のでる会議 に院生達 は、率先 して
北東部 に約2コ マ の部屋 があ った。 その一角 には、 出席 した。職員 もその ように気づ かって くれた。
アイソ トー プを用 いた拡散 の研 究用 に ビニール布 で 研 究環境 も貧 しか った。石英管1本 買 うにも、電
仕切 られた部屋(?)が あ り、その側 に国富 さん達 気炉一つ巻 くのに も研究室会議 で喧喧顎顎の議論 が
他4人(佐 藤、坂本 、枝 本)が 、机 を並べ てい た。 行 われた。当時 コピー機 など無 く、論文 は手で写す
また部屋 には、磁気天秤1台 、比熱測定装 置2台 、 か、自分で写真 に撮 るかであった。 院生 は、研 究室
電気炉、書棚 等が所狭 しと置かれ ていた。その 一隅 の許可が 得 られた ときだ け写真 を撮 るこ とが 出来
に、磁気天秤 と比 熱装置 に挟 まれ るように長崎助教 た。 その ころ、金属学会会報の論文抄録 の欄があ り、
5
金研 の新刊雑誌か ら選ばれていた。新刊雑誌の 目次 私 の関心 は希土類金属 の金属 問化 合物 の磁性 に移 っ
にある論文 を選 んで 自分 の名前 を書 いてお くと、そ た。 当時希土類金属の磁性研究が諸外 国で盛 んにな
の写真(Phys.Rev.も八 つ切 りの写真 にな る)と 共 って きつつあ ったが、 日本での研 究はなかった。希
に抄録依頼が来、論 文の抄録 を提 出す る と謝礼 が来 土類 金属 は高価 で、輸 入で なければ手 に入 らない、
た。論文 の写真 と謝礼が貰え、 しか も論文 も読む こ しか も磁 性研究 には液体 ヘ リュームが必 要で あ っ
とになるので、 これは私 にとって一・石三鳥で、おお た。幸 いなこ とに、金研 にはヘ リューム液化機があ
い に利用 させ て もらった。 この ような状況の下で も、 り、強磁場施設が出来た。私 たちは、 これ らをフル
広根研究室 では、世界第一級 の研究 、化合物磁 性の に利用 し、希土類金属間化合物 の磁場誘起磁気転移
研 究が精力 的に行 われていた。 当時磁性研 究の分野 を系統 的に調べ、一定の成果 を上 げることが出来 た。
において も新 しい概念が次々 と導入 され、化合物磁 その成果 が、後年 ラン ドル ト ・ベル ンシュ タイ ン ・
性研究 は、そ の勃 興期 にあ っ た。年 二 回の物理 学 シリーズー巻 を著述する契機 となった。その後研究
会 ・磁気分科 のプログラム には広根研 の発表がず ら の 関心 は、希 土類 カル コゲ ン化物 の圧 力誘起 絶縁
りと並 ん だ。NiAs型結 晶構造 を持つ遷 移金属 カル 体 一金属転移の研究 を経 て、再 び鉄族金属金属 間化
コゲナイ ド・プニクタイ トが主な研究対象であ った 舗 の醗 の研 究 に戻 った・ それ1±近年のバ ン ド計e
が、坪 川 さんに よる初 の透 明 な強磁性体CrBr,の発 算の成果 を踏 まえ新 しい観点 か ら、3d金 属金属 間
見 は世界 的に も大 きな反響 を呼んだ。 化合 物 における磁気発 生の起 因を高圧力、強磁場下
しか し私 は、その華 々 しい化 合物磁性研究の外 に の磁性研 究 を主力 とし、他種 々の研究手段 による研
居た。強制磁歪 、高圧力下の磁性 が私 の研究課題で、 究 も合わせ 、系統的、総合 的に明 らか にす ることに
磁気発生 と磁気原子 問距離 との関係 を明 らか にす る あ った。今再 び鉄族金属 問化合物 に新 しい視 点か ら
ことであった。大学 院時代の人半は装置作 りだった。 の光 を当てた研究が盛ん にな りつつあ る。最新 の微
当時高圧 力下の磁性研究 など日本 では何処 もや って 視的研 究手段 の発展、新 しい化合物の育成 ・開発 は、
い なか った。手探 りの装置試作 は、試行錯誤 の連続3-40年 前 の化合物磁性研 究全盛 時代 には思い もよら
で、いたず らに時が過 ぎた。研 究対 象物 質 も合金 を なか った3d金属化合物の電子状態 、磁性の姿 を明 ら
選 んだ。誰 もこの ような研究 に関心 を持 っていない か に しつつある。私 たちの研究 も、その研 究発展 の
と思 っていたので、初 めての学会発 表の ときは、質 一翼 を担って きた と思 っている。
問が一つ も出ないのではないか と心配 した。質問 は 私の研 究が 、ひ とえに所 内外 の多 くの人々の御協
出た。若 き日の中川教授であ る。磁性分科 の若 き論 力 、御高誼 に よる もので あるこ とは言 をまたない。 ○
客 ・中川 さん(当 時)の 質問 は、私 が実験結果 の解 弱小研 究室の困難 な状況の中で、阿部、吉田両君 に
析 に用いた式は、 どの ように して導出 したのかであ は、本 当に長い問辛抱強 く私 を支 えてい ただいた。
った。その頃、中川 さんは、純鉄の融解 に伴 う体積 実験 に、結果 の解析 にその資 質を遺憾 な く発揮 され
変化 に着 目 し、融解温度前後 の帯磁 率の温度変化 を た両君の御 協力があ って、私 は研究 を続け ることが
精密測定 して、交換相互作用 の距離依存性 を調べ る 出来 た。広根研 同門の大橋 講師に も、貴重 な研究協
という極めてユニークな研究 をされていた。研究の 力者 、相談 相手 になってい ただい た。東北 学院大
手段 は異 なるが、 その関心 は同 じだったのであ る。 学 ・応用物理学科の鹿又教授 も得が たい共同研究者
私 の長い研 究生活で、忘 れるこ との出来ない初 陣の の一 人であ る。私の現役後年 の研 究成果 の大半 は、
一駒であ る。昨今高圧力下 の物性測定が、ポ ピュラ 彼 に負 うものである。私 は、年 こそ彼 よ り約一回 り
一な研究手段 の一つになったのを見 るとき、今昔 の も多いが、学 ぶ もの は私の方が多 かった。研究の着
感 にたえない。 想 に、その実行力 に、沢 山の ことを教 え られた。中
時間は、10年 近 く飛 ぶ。広根先生 が退 官 され 、 川、藤森、山口(泰)教 授 には、陰に陽 に温かい励
小 グルー プ高圧物性研 究室(神 垣研)が 発 足 した。 ましと御支援 ををいただいた。
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研究所 同僚教官、院生 、共同利用研究者の皆 さん 一杯 である。私 の この思 いを言い表すべ く言葉 を知
か らい ただい た計 り知れない御助力 ・御協 力 も、研 らない、 ただ心 か ら有 り難い と思 うのみである。
究 の大 きな支 えになった。 ここにその一つ一つ を紹 部屋 を出て高圧物性室114室・405室を覗 くと、引
介す る紙数の ないのが残念 である*。 また、図書室 、 っ越 し早 々ダンボール箱 を開けるい と間 もな く、既
工場、共通室、低温 ・強磁場 セ ンター、事務室 、警 に共 同利用研 究の高圧実験が始 まっていた。新 しい
務員室 の皆 さんか らも、格別 の御支援 をいただいた。 展望 の も とに高圧物性研 究 を進め よう とす る阿部、
これ らの方々の御助力無 くして、私の研 究はなか 吉 田両君の決心 をひ しひ しと感 じた。
った。 今私 に出来 るこ とは、両 君の今後 の健 闘 を祈 り、
私 は、 日頃 よ り人の出会いほ ど大切 なものはない、 所 内外の皆 さんの両君への更 なる御支援 を願 うこと
人 は仲 間がい て初 めて人 間になれる と思 って きた。 である。
幸 いに して、私は多 くの良 き先輩、同僚 、友 人、後 最後 に、皆様 の御多幸 を祈 り、私 の金研思 い出の
輩 に恵 まれた。受 けた恩 恵は計 り知れ ない。 このこ 記 を終 わ りたい。
とが金研 生活41年 の私 の宝 であ る。い ま退官 を前*金 研75周 年記念誌、金研 ・研究部共 同利用




前 列:北 井(九 州工大)、上村(東 北大教養)、暉(横 浜国大)
金子 ・大橋(東 北大金研)、安西(慶 応大)
2列目:吉 田(東 北大金研)、安達(横 浜国大)、鹿又(東 北学院大)、阿部(東 北大金研)
松本(東 北大素材研)、井門(東 北学院大)、森田(山 形大)





中 道 琢 郎
IMRニ ュースの編集担 当の角野教授 に依頼 され ろ うと考 えるのである。
て退官者 の弁 を書 く羽 目になった。大 した ことは書 現在の金研 の活況 は、時代 の動 向 を見通すの に明
けは しないが、 日頃感 じているこ とを書 きお茶 を濁 敏 であった諸賢の努力 に もよろうが、一つには・そ
す。 れ を支 えたあ る研 究集 団の創意的、且つ精力 的な研
田中所長 の退 任の頃 に始 ま り、(前)鈴 木所 長の 究活動 の一時期があ った こと、 また、その研究集団
代 に決 ま り、平林所長、増本所 長 を経 て軌道 に乗 っ の初期活動 を支 えるため に資金獲得 に努力 されたあ
た、全国共同利用研究所への脱皮は、一応の完成の る所長が居 たこ とを印象深 く想起す る。他の一つ に ピ,
域 に達 し、新所 長の鈴木教授 の もとで、新 しい方向 は、 日本経済 の反映であ る。 目前 の活況の 中に自己
を目指す時期 にある。 の研 究能力の占める割合 は、 どの程度 の ものか、一
この共 同利用研 究所 への変換 で 目だ った こ とは、 度 は考 えて見 る必要が在 るか も知れない。
時代 の変化 もあ るが、一つは、国際化の傾 向である。 ユ0年 程前 、文部省 の長期在外研究員 として、 力
金研 内の外 国人研 究者 は、学生 を含 め、優 に100名 ナ ダと英国 に10ケ 月程滞在 した。 カナ ダのマ クマ
を越 えている。更 に、客員部 門ばか りで はな く、既 ス ター大学で は、原子力研究の初期の時代 か らの研
設部門のス タッフ として活躍 している方 も増 えてい 究の伝統 を受 け継 ぎ、今 日で も新 しい計測器類 を試
る。 この ような状況 は、30年 前 は もちろん、10作 設計 するのを拝見 した。 カナダで も英国で も計算
年前で さえ予見 は難 しか った。 この状況 は、金研 に 機利用が相 当に進み、 日常化 していた。小 型の装置
とって恐 ら く大変有利 な状況 と言 えよう。 に も、 自動化 やデータ処理 を取 り入 れる努力がな さ
これ等の外 国人研究者 は、指導や有利 な研究 の場 れていた。装置 と計算機の情報授受 のための インタ
を求 めて来てい る人 も少 な くない訳だが、既に研究 フェースの扱 いの技術が身 についている ように思わ
能力 で先端 を切 っている方 々 もいる。そ して、恐 ら れた。帰国の途中、ブカ レス トに立ち寄 り、磁性金C
く、十二分 にその所属 す る部 門の業績 に貢献 して居 属 問化合物の研 究で活躍 していた、ブルゾ教授 を訪
られる方 も少 な くないであろ う。それは、それ と し ね、いろいろ懇談の後 、帰 り際 に2巻 の彼 の著書 を
て良い ことであるが、その範囲に留 まるな ら、 もっ 贈 られた。 自国語で・書かれた、 この本は、 もちろん、
たいない ことである。何 人 もそ うである ように、そ 詳 しくその内容 を読み取 る訳 には行か ないが、 目次 、
の人の所 有する文化 には、その出身国の文化的要素 グラフ、表 、数式、参考文献 の拾い読みか ら判 断 し、
が色濃 く反映 されている。科学 も文化 を構成す る一 極めて高い水準 の ものである ことが察せ られ るもの
つの要素 とすれば、色彩 の異 なる文化的要素 を学 び で あった。
取れ る機会 を持て るこ とは幸いであ る。 これ等 の外 欧米で は、その経済活動の相対 的低落 のため、若
国人研究者の研 究成果 を学 び取 ろ うとす る機会 を金 干 の研 究活動の不活発 さが見 られ るか も知 れない。
研が作 っていない訳ではない。定期的 な、 また、退 しか し、ヨー ロッパ における、学問体系化 の底深い
任 の際 の業績 の発表の機 会は設 け られてい る。 しか 努 力、学生の基礎 学力の確実 な養成 に関する執拗 な
し、その場 には盛 り込めない ものがあ り、 もっ と日 要請 とい う文化的伝 統、米 国の開拓的研 究へ の恐れ
常的 に注意 して摂取の機会が作 られて良い ものがあ のない挑戦 とい う文化的伝統 は、脈 々 と受け継 がれ
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てい るように見 える。 これは、人 口ち ょう密 な島国 を果 たす ことを目指すべ きであろ う。
で、分 をわ きまえる ことの必要 な我 が国で は、「自 金研 に来て、初 めて接 した専門書 の中に、ベル電
然 には」発生 し難い気風 である。 話研究所の、ボ ゾルス博士の強磁 性とい う本があ っ
最近 、ある目的で特 定分 野の文献 目録等 を作 って た。当時のベルは、磁性材料研 究の有力な中心地で
いるが、この特定範囲 に関する限 りで はあ るが、中 あ り、 この本 は、 良 く読 まれ てい た もの と思 う。
国研究者 の進出が 目覚 ざましい。在 中国の人 もあれ600ペ ージを越 える本であ ったが、磁性 と磁 性材料
ば、在外研究者の人 もあ る。その多 くは、米国での の ことが詳 しく書 かれていて面 白い本で、参考文献
研 究経験 を持 ち、先端的訓練 を受 けた人達 であ る。 も豊富 で、便覧的内容 も兼 ね備 えていて、時 々実際
この部分が、今 日、研 究人口の相 当多数 を占め るよ の用 にも使 わせ てもらった。 この本 には、沢 山のEi
うになったので あろう。その中の少な くない部分が 本の研究者 の研 究が記載 されてい た。その大部分が、
自国 に帰 り、研究状況の改善、後 進の教育 に当 たっScienceReport、で あ り、本多 、増本 、 白川等 の論
てい るもの と想像 される。 これは、アジアの時代 と 文であ った。 この本 を通 じて、金研の磁性研究 の内
言 われ る今 日では、 アジア全体 にわたる、欧米 の文 容 を知 った。 もちろん、その多 くの論文 は材料研究
,.化 的動 向 を受 け継 ぎ、 自国文化の影響 も反映 した、 の内容 であ ったが、その研究 の視 点 に、必ず しも、
[it
新 しい研 究動 向の出現 として注 目される ことになる 速効 を第一にす るので はな く、材料、乃至物質の基
か もしれ ない。 本 となる周期表 を大事 に した体系 的な研究手法 のあ
欧米 におけ る体系 的学 問体系の建設の伝統 は、ギ るこ とを感 じた。 この手法に基づ いて何が、その
リシャやエ ジプ トに端 を発す る。 アリス トテ レスや 材料 の有効 特性 を現実化す るのか探 っているように
ユ ーク リッ ドの壮大 な努力 を基 に、その文化 的伝統 思 われた。 この ような手法の開拓 は、 ドイツ留学時
を形作 った。その後 の歴史 で も、このような壮 大な 代 に元素の磁 性の周期表確立 を目指 した本多の研 究
意 図を持つ事業が数多 くな された。 その生命力の強 にある ようである。 この種の研 究手法 は、一種の時
さは、今 日で も実感出来る。我 々は、この伝統 を受 代 の風潮 で もあ ったが、その一例 は、 フェル ミの60
け継 いでいる人達 に敬意 を払 って接 し、い ささか と 種(?)を 越 える元素 の中性子散 乱断面積 の計測実
も奢る必 要はないであ ろう。 験 である。精力的なその研究実践 と共に、明確 な観
国際化 の時代 は、産業の グローバ ル化 として、既 点 を持 ったその研 究態度 に、知 についての愛 を感 じ、
に始 まっている。文化や科学の領域 で も、国際間の 敬服 するので ある。
「 交流の活発 さにそれが表れてい る。その発展の方向 最後 に、研究の基盤 を充実 させ、優i秀なス タッフ
は、世界 各国の優 れた当面の研 究成 果に学ぶ と共 に、 を抱 えた金研が、世界の中の有数 の材料研 究の基地
それ を支える各国の優 れた文化 的伝統 を摂取 し、人 として、後世 に残 る大 きな貢献 をなされ ることを期




西 谷 龍 介
この度、平成6年7月 か ら12月 まで金研新 素材 現在世 の中では、マルチメデ ィアが流行語 となる
開発施 設(ナノグループ)の客員 をさせ ていただ きま 状況 であ り、 アメ リカを中心 に日本で も情報化社会
した。 このように、あ る程 度長期 間金研 で過 ご した が大 きく推進 され ようとしてい ます。 この ような発
のは、仁科研究室で8年 半の問在職 したのち現 在の 展 は企業 にお ける利 潤追求 とい う産業の本 能が主要
大 学へ転 出後2年 半ぶ りの ことで した。 この間に、 な推進力 の一つ になっている とはい え、今後 のマ ル
第二、第三新棟が完成 し大 き く様が わ りしているの チ メデ ィアの発展は、活版 印刷の発 明 に匹敵す る社
を見て、金研 の発展の速 さに驚 いています。金研在 会的、文化 的影響 を与 える とも考 え られてい ます。 か
職中はほ とん ど研 究 にのみ専念す ればよい とい う環 金研 で も、 スーパ ー コンピュー タの導 入 とと もに、
境 で したが、学部 の教育 と研究 に携 わるようにな っ 各研 究室 に はワー クス テー シ ョンが設 置 され 、e一
て学部 、大学 院教育、 カリキュラム編成、就職、企mail、FTP、WorldWideWebなどによ り、国内、国
業見学 、各種 の入学試験 等 など多 くの研究以外 の こ 外 を問わず容易 に 「情報」 を入手で きるようになっ
とに携 わ らなけれ ばな りませんで したので、大学 に てい ます。 また、独 自の情報室 もあ り、 この ような
おけ る研究所 の意義 も充分実感 されま した し、 また 環境 は、情報工学部 よ りむ しろ進 んだ環境 にある と
この ような金研で半年間過 ごせ た ことは大変有意義 もいえるで しょう。
なもので した。 情報工学部 に身 をお く者 としてこの 「情報」 に関
現在 、私 は前記 の とう り情報工学部電子情報工学 心 をもたざるを得 ません し、実際 この ような情報技
科 に所属 し、材料基礎の研 究 を行 ってお ります。九 術 の恩恵 を個人生活、研究生活両面 において受 けて
州工業大学情報工学部 はわが国初 めての情報工学部 い るわけですが 、同時 にまた、 「情報」 の もつ危険
であ り、知能情報、電子情報、制御 シス テム、機械 性 に も無関心 ではおれ ませ ん。 「情報」 は、情報の
システム、生物化学 システムの情報 に関す る横 断的 発生 源、情報媒体、情報伝達か らなるといえますが、(
5学科 か らで きています。そ して、情報工学部の 目 単純化す る と、情報伝達 は情報源 とい う集合 か ら受
標 は、人学 の文 書か ら抜 き書 き します と、 「わが国 手へ伝 達 された情報 の集合 への あ る写像 と言 えま
が建設 しつつ ある高度情報化社会 は、情報技術 が 単 す。従 って情報源の実体 と受 け手 における情報 とは
に高度化 ・次世代化す るのみでな く、高度情報 シス 同一 の ものでは な く、情 報 はあ る機 能(関数、 フ ァ
テムが 人間活動の あ らゆる領域 に深 く浸透 し、中心 ンクシ ョン)によりフィル タリングされたデー タの
的 な役 割 を果 たす ようにな ってい る社 会で あ る。」 集合 であ ります。 この ため、「情 報」 に は、誤報 、
とい う認識 に立 ち、「情報工 学 に関す る体系 的かつ 欠報(情報 の不足)、一面性、デ フォル メが不可避 と
総合的な専 門知識 を基礎 にして、情報工学が実際 に な り、情報源の実体 を認識す るため には常 に 「情報
活用 される対象分野の科学技術 と融合 した総合的情 の正 当性」 を検 討 しなければならない ようです。 自
報技術 を開発す る能力や、対象分野 に特有 なニーズ 然科学 における材料 物性 の研究 は、情 報の流 れか ら
に応 えるため の革新 的 な情報 システムを構 築する能 み ると、情報源(対象)であ る物 質 に対 して何 らかの
力 をもつ情報技術者、研究者 を養成す る」 ことを目 測定 を行 い本 質的 な現 象 を説明 し何 らかの法則 性
標 としています。(フ アンクシ ヨン)を見出す過程 であ る と考 えられ ま
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す。 この場合 、情報 を積極 的に利用 し、かつ誤報 、 メー タ ・スケール探針制御技術 を組み合 わせ た分光
欠報、一面性、デ フ ォルメ を常 に否定す る過程 を経 技術 に より初めて可能 となると言 えます。局所発光
つつ、情報伝達 の ファンクシ ョンを発 見 しなが ら、 分析装置 はナノメー タ ・スケールの メソスコ ピック
現 象の説明(法則化)を行 っています。 この ような科 な粒子 の研究 において特 に求め られてい ます。 メソ
学者 に とっては、「情報 の もつ危 険性」 はほ とん ど ス コピ ックな粒子 か ら構 成 され る物質 において は、
無 い と言 えますが、一般的 には重大 な社会的、文化 構成 粒子 のサ イズ に依存 した局所的 な電子状態 を示
的問題 となって来 るように思い ます。他方、技術 は し、 さらに構成粒子 問の配列 に依存 した局所 的な相
「法則 の意識 的 な適用」 と考 え ることがで き、その 互作用が光学特性 に重要な役割 を果たす と考 え られ
「適用」 において は人為性 、効 率性、経済性 、政治 ます。また、微粒子 中の不純物原子 は、微粒子 中に
性 を含 むわけであ り、 「技術 の正当性」 とい う考 え 局在 した電子状態 を形成 し、ナ ノスケール空 間にお
がでて くるか もしれません。その点 で 「技術」 は一 け るマ イクロクラス ター と して捉 える ことがで き、
般 における 「情報」 と少 し似 ている点が あるか もし 不 純物原子数 や安 定サ イ トに依存 した電 子状態 は、
れ ませ ん。 この ような意 味 で、「情報 」 を提 供 し、 新 しい基礎研究の場 を提供す るもの と思われます。
(ρ 「技術」 を生 み出す うえで・科学技 儲 の 「社 会的 通常局所電子状 態密度 はSTMの電流一紐 特性か ら
責任」 を自覚す るこ とは、過去の特殊 な態度では な も求める事がで きますが、この場合、半導体 のギャ
く、将 来 さらに必要 となって来る もの と、私 は考 え ップ状態 の検出は トンネル電流が流れ ないため不可
てい ます。 能です。他方、 トンネル電子か らの発 光スペク トル
情報 は、非常 に一般的 に言 えば、空 間 と時 間にお はバ ン ド間な どの光学遷移 とその緩和機構 の情報 を
ける物 質 とエ ネルギーの配分の不均一性 の反映です 含 んでお り、バ ンド ・ギ ャップ中の電子状 態分析が
か ら、物質の研究 を時 間的、空間的に ミクロの方向 可能です。STMにお ける トンネル発 光その もの は、
或はマ クロな方 向いずれの方向へ も研究 を進め るこ ス イスのBerndt氏らや東北大学 の潮 田先生 らに よっ
とは、当然情報 の量的、質的 な増大 が生 じます。私 て観測 されてい ますが、今後局所物性研 究手段 とし
の材料 基礎 の研究 も、空間的 に不均一 な材料の ミク て大 き く発展す る必要 を感 じています。
ロ局所 情報 に基づ く物性研究 とい えます。客員 とし また、ナノメー タ ・スケールで空 間分解 した局所
ての共同研究及 び所属大学での現在 の研究 テーマ と 的発 光 を分析す るのみな らず、 さ らに発 光の放 出角
して、空 間的に極微小領域(ナノメー タ ・スケール)度 依存性 を測定す ることにより、エ ネルギースペ ク
{の 電 子状 態の解析 を 目的 と して 、 トンネル顕微 鏡 トルのみな らず、波動関数の対称性の詳細 まで解析
(STM)によるSTM探針先端での極微弱発光の研 究 を す ることが可能 になると思 われます。エ ネルギー ・
行 ってお ります。通常従来の分光法 はマクロな領域 スペ ク トルに関す る研 究である分光研究は、固体や
で平均化 され た情報 に基 づ くもので した。 しか し、 原子、分子 に関す る多 くの歴史 的蓄積があ りますが、
微粒子 やマ イク ロクラス ターの粒子 を選別 して、そ ナノスケールでの局所領域分光 は新 しい分光の分野
の空 問的不均 一 な構造 と電子 状態 を解析 す る為 に を切 り開 くもの と言 えます。
は、空 間的に平均化 された情報ではな く空 間分解 さ この ような研究 を進める上 で、ナノ物質研 究の中
れ た局所分光情報 が不可欠 となって きているよ うで 心であ る金研、新素材開発施設 での共 同研 究は、非
す。従 来の空 間分解分光方法 と しては、顕微 ラマ ン 常 に刺激 的で有意義 なもの とな りま した。鈴木所長、
(吸収)、空間分解ESCA、 空間分解 カソー ド ・ル 増本先生並 びに有益 な議論 をして頂 きま したナ ノグ
ミネ ッセ ンス法 があ りますが、それ らの空 間分解能 ループの皆様 にこころか らお礼 申 し上 げます。 また、
は、 それぞれ1ミ クロ ン、100ミクロ ン、1ミ クロ 事務部及び技術部の関係者 の皆様 に厚 く御礼 申 し上
ン程度です。ナノメータ ・スケールでの局所領域分 げます。





代表者 東京大学物性研究所教授 小 谷 章 雄
1.は じめに けている。
遷移金属化合物や希土類化合物 は強 い電子相 関を
持つdお よびf電 子 を有 し、その光学 的、磁気 的、2.研 究会報告
電気的お よび熱 的性質 は、最近の物性研究 の中心的 研 究会は平成6年12月8日 、9日 の両 日、東北
課題であ る。 また、これ らの物質は触媒 や腐食等 の 大学金属材料研究所2号 館講堂 におい て約40名 のr
化学反応 において も重要 な役割 を果た している。一 参加者 を得 て開催 された。研究会 のプログラムは次
方 、内殻準 位 の関与す る分光 一X線 光 電子分 光 の通 りである。
(XPS)、X線 吸収分光(XAS)お よびX線 発揮
分光(XES)一 は、これ らのdお よびf電 子系 プログラム概要
の電子状態 を研 究するための極めて有力 な研究手段
である。12月8日
内殻準位の分 光法 は古 い歴史 を もつが、近年 、実 開会挨拶 小谷 章雄(東 大物性研)
験 、理論両面で新 しい展 開を見せてい る。実験面 で 座長:小 谷 章雄
は、シ ンクロ トロン放射光 の利用、高分解 能分 光技 共有結合性の強い遷移金属化合物 のXPSス ペ ク ト
術 の進歩等 によ り、 これ まで不可能であ った微細 ス ル
ペ ク トル構造、ス ピン、偏光依存性、共鳴効果等 の 奥 正興(東 北大金研)
測定が可能 となった。 また、理論的 には、内殻 正孔 酸 素、窒素、硫黄 のヘ テ ロ元素 を配位子 とする2、
ポテ ンシャルによって ひきお こされる荷電子再配分3の 金属錯体のXPSス ペ ク トル(.
効 果、原子 内多重項効果等 の多体効果 を定量的 に取 池 田重良(龍 谷大理工)
り扱 う計算が で きるようにな った。 また、内殻電子 遷移金属化 合物MS、の内殻吸収 、光 電子 スベ ク ト
の分光 は、これまで物理 と化学 の両分野で積極 的 に ル
研 究 されて きたが、両分野の専 門家が参加 して研 究 菅 滋正(阪 大基礎 工)
会が開かれる機会 は少 なか った。
本研究会 の 目的は、物理 と化学 の両分野か らの参 座長:菅 滋正
加者 を得 て相互 の理解 を深め、研究 の現状 を把握 し、Theeffectofchargetransfertotheconductionband
今後の発展 をはかることであ る。同様 の主 旨の下 にwithinasingleimpuritymodelfortheinterpretationof
開か れた平 成4年 度 の研究 会が非常 に好評 であ り、thecore-levelspectraoftransitionmetalcompounds
今 回の研 究会は、参加者お よび関係者 か らの強い要A.E.Bocquet,T.MizokawaandA.Fujimori
望 を受けて再 度企画 された ものである。 また、今回(東 大理)
の研 究会は、 日本分析化学会東北支部 と日本分析化DV-Xα によるNEXAFSス ペ ク トルの計算
学会X線 分析研 究懇談会か ら共催 と しての援助 を受 河合 潤 ・田中 巧 ・足立裕彦(京 大工)
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座長1藤 森 淳 裂 は どうな るか、電荷移動サテ ライ トは生 じるか ど
fおよびd電 子系 のEELSの 理論 うか非常 に興味が持 たれ る。 これ らの基本的 な問題
小笠原春彦(東 大物性研)を 解決す るために、今後、実験 と理論 の両面で よ り
Extensionofstandardmodelsforcalculatingtransition系統 的な研 究が望 まれる。池田は、形式価数2価 の
metalcorelevelspectraCu及 びNiを含 む多 数 の化 合物(錯 体)に 対 して、
DD.Sa㎜aCuお よびNiの2pXPSを 測 定 し、主 ピーク とエ
(lndianInstituteofScience,Bangalonand東大理)ネ ルギーシフ トとサテライ トの形状 について報告 し
た。主 ピー クの結合エ ネルギー シフ ト(化 学 シフ ト)
懇親 会 は、配位原子が酸素 、窒素、硫 黄の順 に変化 し、酸
素元素が多 く含 まれるほ ど高い値 を持つ傾 向が ある
12月9日 ことを示 した。 また、サ テライ トの構造 は錯体 の構二
座長 二城 健男 造 な らびに磁化率 と相 関が あることを実験 的に確か
RIか らのX線 による遷移金属化合物 の状態分析 めた。Cu,Niともにサ テライ トが2本 現れ る場合 と
玉木洋一(宮 城教育大)1本 の場合があ り、その微視的構造 に興味が持 たれ(一
ウラン化合物の電子状態 たが、 これ については、岡田耕三氏か ら、基本 的に
佐藤 繁 ・鈴 木章二 ・江 島丈雄*は 岡田 ・河合 ・小谷 の理論 で説明出来 るのでないか
(東北大 理 ・東北大科研*)と い うコメ ン トがあ った。菅 は、FeS、,CoS、,Nis,パ
イライ ト型化合物 お よびIT-TiS、な らびに遷移元素
座長:佐 藤 繁 をインターカレー トした1T-Tis,の遷移元素の2pXAS
Ce化 合物の共 鳴逆光電子放出の解析 と2p励起 の共鳴XPSの 実験 につ いて講演 した。共
田中 新 ・城 健男(広 島大理)鳴XPSに は、一般 に、participatorAugerに相 当す
ElectronicSurfaceandBulkContributionstoCore-levelる共鳴 ピークの他 に、spectatorAugerやnormalAuger
SpectroscopiesandBISinCePd,Compoundsに相当す るピークが見 られるが 、入射 フォ トンエネ
J.C.Parlebas(Univ,LovisPasteur)ルギ ーに対 するそれ らの振 る舞 いは必ず しも単純 で
はな く理論家 のための宿 題 とされ た。Tis,のTiは形
座長:奥 正興 式価数 は4価 であるが、Niをイ ンターカ レイ トする
i・ 混成相互作用の電子 配置依存性 と内殻 スペク トル と、NiからTiに電荷 移動が お こ りTi3・になる ととも
岡田耕三(山 口大教育)に フェル ミ準位 近傍 に極めて幅の狭 いバ ン ドが形成
fお よびd電 子系 の高エネルギー分光 されることが示 された。 また、CoS、に対す るX線 吸
小谷章雄(東 大物性研)収 磁気 円偏 光二色性や、Ni金属 のス ピン偏極XPS
閉会挨拶 奥 正興 につ いて も報告 があった。
BocquetはNiSやFeS2の遷移元素の2pXPSに おい
3.成 果 て観測 されている非対称で幅の広い メイ ンピークの
奥 は、低 ス ピンを持つMn,Fe,Coの化合物 に対 す 形状 を説 明す るために、従来の クラス ター模型 を拡
る内殻XPSの 実験 を行 い、スペ ク トル形状、特に 張 して伝導帯 と3d状態 の問の電荷 移動 を考慮す る試
サ テ ライ トの有無 につ いて報告 した。形式価 数 が みについて報告 した。計算結果 はかな り良 く実験 を
Mn7+(de)のKMnO.iとMn6+(d')のK,MnO4に関 して は、 再現 するが、伝 導帯 に関与す る電荷移動エネルギー
Mn2p,Mn3s,OlsのXPSの比較 を系統 的 に行 った。 や混成強度がadjustableparameterとして扱われてい
これ らの多価 イオ ンを含む物質 は大 きな共有結合性 ること、配置数の増加 に対す る計算結果の収束性が
を持 つ ことが期待 され、その際 にXPSの 多重項分 確 かめ られていない こと等 に問題が残 され てい る。
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河合 は、DV-Xα 法 を用 いてXASを 計算 す る試 た ところ、酸化数 が2か ら6に つれて強度比が増加
みについて報告 した。一般 に、遷移金属元素位置 で する傾向が明 らか になった。 この傾 向は、対応す る
のXASは 多体効果 を強 く反映す るので、DV-XV化 合物 の蛍光X線 の もの と一致 す るが 、KYK、
α法 はあ まり良い結果 を与 えない。 しか し、配位子 の値 は蛍光X線 の法がEC懐 変 よ り小 さい。蛍光X
位置 のXASに 対 してDV-Xα 法が有効であ るこ 線 とEC懐 変 で は何 が共通 で何 が異 なるか につい
とが、Tio,やTi,0、のOlsXASに つい て示 され た。 て、研究会で は質疑が集 中 したが、その定量的 な解
また、遷移金属元素 を含 まない系 の例 として、ベ ン 明は今後の問題であろ う。
ゼ ンにお けるCls内殻 に対 す るXASとXESの 計 佐藤 は、ウラ ン化合物UPd,Al、,UPt,,Si,等の電子状
算 結果が示 され た。小笠原 は、La・イオ ンの4d-4f励 態 を共鳴XPSと 内殻XPSを 用いて調べ た。共鳴
起 による電子エ ネルギー損 失スペク トル(EELS)差 分スペ ク トルか ら得 られ た5f部分EDC(エ ネル
の計 算 を、入射 電子 エ ネルギーE,をパ ラメー タと し ギー分布 関数)と 相対論 的APWバ ン ド計算 の結果
て行 い、La金属 に対す る実験結 果 と比較 した。E,が はあ ま り良い一致 を示 さない。一方、U4fXPSの
4d電子の結合エ ネルギーよ り十分 大 きい場合、EE実 験結果 につい ては、小谷 ・豊沢理論 を用 いて系統
LSは 鹸 散乱雌 住 として電気双髄 移)に よ 的 な形状解析が行 綱t・U4f状態の局在性 と遍歴性 ξ
って支配 され るが、E,が減少す るにつれて交換散乱 に関す る情報 が引 き出 された。 田中は、CeNi2の共
過程 の強度 が増加 し、スペ ク トル に複雑 な構造が現 鳴逆電子放 出データを不純物 ア ンダーソン模型 を用
れ る ことが示 され た。 また、遷移元 素の3s-3d励起 いて解析 した結 果について報告 した。Weibelらに よ
によるEELSに つ いて も、同様 な計算が行 われた。 って観測 され た、3d内殻励 起 に共鳴 したCeNi2の逆
これ まで、 この種 のEELSの 定量的な計算 はほと 光電子スペク トルを説明するためには、3d正孔 の存
ん ど行われていないので、今後の研究 の発展が期待 在す る中間状態 の混成 相互作用 が通常 の約1/3に減
され る。 少 す る と仮 定 しな ければ な らない こ とが述 べ られ
Sarmaは、XPSを 不純物 ア ンダー ソン模 型で記 た。 これ に対 して、実際の田中 らの計算で は減少率
述す る際 に生 じるい くつかの間題 について論 じた。 は約1/6に相 当す るとい う指摘 や、 その ような異常
まず、混成相互作用 強度 のエ ネルギー依存性 は、一 な減少率 は不 自然 であ るとの コメン ト等があ り、 よ
般 に価 電子帯の状態密 度 とは異 なる ことをLa,CuO,gり 注 意 深 い検 討 が 今 後 の課 題 と して残 され た 。
を例 として示 した に れは既 に多 くの場合 に よく認Parlebasは、最近のCePd,のXPS,XAS,B工S
ズ
識 されてい るこ とである)。次 に、仮想 的 に準備 さ の実験デ ータの紹 介 と、LMTOバ ン ド計算お よび い
れた一次元鎖の系 において、混成相互作用 が強 くな 不純物 アンダーソ ン模型 による理論解析 について講
るにつれ て、単一サイ ト不純物模型か らの補正 が重 演 した。CePd,はCe化合物の中で は異常 に小 さい電
要になるこ とを示 した。 さらに、XPSを 不純物 ア 子比熱係数 を持 つ特異 な物質である。BISの 実験
ンダーソ ン模型で記 述する際のパ ラメー タの非 一意 データはバ ン ド計算結果 に近いが、バ ン ド計算はX
性 につ いて論 じた。CuOを例 にとって、XPSを 再PS,XASを 説明出来 ない。一 方、不純物 ア ンダ
現す るパ ラメータの組は一意的で ない こと、 しか し 一 ソン模 型 による解析 は、CePd,の電子状態 が表面
その どれ もが 同一の配置混合 をもつ基底状 態 を与え とバ ルクで異なるこ とを考慮 す ると、実験結果 をよ
る ことを強調 した(こ れは、内殻正孔 ポテ ンシャル く再現す ることが示 された。その際、基底状態 にお
が混成 を記述 す る物理 量 よ り大 きい ためで あ る)。 け る平均 の4f電子 数 は、表面 とバ ル クでそれ ぞれ
玉木 は、遷i移金属化合物の遷移元素 のK殻 に電子捕O.94、O.57と 評価 された。
獲懐変(EC懐 変)で 作 られた正孔 による特性X線 岡田は、XPSに おける混成相 互作用 の電子配置
の観測 につ いて轍告 した。EC懐 変核 種 と し℃'Cr依 存性 とXPSの ク ラス ターサ イズ依 存性 について
とそ の標 識化合 物 を用 いてK/K、,強度比 を測定 し 講演 した。前者は、最近の城 らによる批判 に対す る
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岡田の回答 である。城 らは、 クラス ター模型 に よる ン相互作用である。次 に、 この特徴 は共鳴XPSや
遷移金属化合物 の共鳴XPSの 解析 か ら求 めた電子 共鳴XESの スペ ク トル に最 も直接 に反映 され るこ
状態のパ ラメー タ値が 、以前 に岡田 らが内殻XPSと を計算 と実験 の両方か ら示 した。これ は、XPS
の解析 か ら得 た値 と異 なる として、岡田 らの値 を批 やXASが 一次光電子過程 であるのに対 して、共鳴
判 してい た。本講 演で 、 岡田 はNicl,を例 に と り、XPSや 共鳴XASは2次 過程 であ り遥か に大 きな
混成相亙作用 の電子配置依存性 を考慮 に入 れるこ と 情報量 を持 っているためである。そこで、講演 の後
によ り種 々の異なった分光 データが矛盾 な く説明で 半では、XPSやXASの 終状態が輻射遷移やオー
きることを示 した。 これによ り、城 らや岡田 らの こ ジェ遷移に よって緩和す る過程 として2次 光学過程
れまでの理論 よりも一段 と高い レベルで統一 的な解 を一般的観点 か ら整理 して論 じた。物質系 と しては、
析 を可能 にする道が 開かれ た。後者 は、高温超伝導 主 と して希土類化合物 を例 にとり、共鳴XESや 励
体 のCuO,面を例 に と り、単 一℃uサ イ ト模型 か らク 起スペ ク トル、XPSとXESの 同時スペ ク トル等
ラス ターサ イズ を大 き くしてい くにつ れてCu2pXの2次 光学過程が もたらす情報 について系統 的 に論
PSの 形状 が変化す る様子 を調 べた ものである。そ じ、将来の展望 を行 った。
、 の際 に、ハ ミル トニア ンの厳密対角化 と平均場近似
を組み合 わせ る こと等 の新 しい試みがな され てい る4.ま とめ
が、研 究はなお現在進行 中であ る。小谷 は、 まず彼 本研 究会は、比較的少 人数 の参加者の下で、 ここ
の グル ープで最 近進 めて いる軽 い遷 移金 属酸化 物 の講演 時間 と討論時間 を十分 に とることがで き、 そ
(M,0、,M=Ti,V,Cr)のXPSのク ラス タ・一模型 によ れそれの問題の本質 に立 ち入 るこ とが出来た。 その
る系統 的な解析 につい て述べ た。その結果、 これ ら 結果、物理 と化学の両分野 で、 内殻準 位のスペ ク ト
の物質のの電子状態 はV。,,≧△～Uと い う関係 によっ ル研 究の最先端の状況が よ く把握 され、今後 の問題
て特徴づ け られる こ とを示 した。但 し、V。rfは3d軌 点が整理 で きた。外国人の講演が3件 もあった こと、
道の縮重 の効 果 を含 めたM3d-02p問混成相互作用強 企業か らも参加者があ った こと等の特色 もあ り、大
度、 △は電荷移動エ ネルギ ー、Uは3d電子 管 クー ロ 変有意義 な研究会であった。
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電子線 ナ ノプ ローブによる
ナ ノメー ター構造解析 と物性 評価
代表者 東北大科学計測研究所教授 田 中 通 義
1.はじめに 石田洋一(東大工)
本研究会は結像 レンズ系、エネルギー選別器及び 最新電顕法によるアモルファス合金構・造の解析
検出器のすべての面で最近技術的進歩の著 しい透過 弘津禎彦(阪 大産研)
電子顕微鏡(TEM)のナノプローブ技術 を使 って 無収差結像法 と精密構造解析
様々な先端材料の構造解析 と物性評価 を行っている 高井義造(阪 大工)
研究者が一同に会して、現状 と問題点を確認 し、合 生田 孝(大 阪電通大)r
わせて今後の新技法の開発 と研究の飛躍を目指 して 志水隆一(阪 大工)
企画 されたものである。参加者はカーボンナノチュFE-TEMと 超高分解能観察
一ブの発見で著名な飯島を始めとして上記の研究領 代田勝平 ・谷中隆志(ト プコン)












一色俊之 ・西尾弘司 ・塩尻i洵 黒岩丈晴(三 菱電機)
(京都工繊大)コ ヒーレント収束電子回折
制限エネルギー電子を用いた原子格子像による材料 津田健治 ・寺内正巳 ・田中通義
の同定(東 北大科研)
橋本初次郎 ・槙田洋二(岡 山理大)直 径1ナ ノメー トルの細線からの電子回折図形
遠藤久満(京 都工繊大)飯 島澄男(NEC)
エネルギー選択像 と空間分解能 エネルギーフィルターを用いた電子回折上の散漫散





電子照射 による化合物 の相分離 とナ ノスケール解析 シ ミュ レー シ ョン と比較 す る こ とに よ り、界 面 の
森博太郎(阪 大HVEM)種 々の構造モデルの優劣の選別 を行 った。 また界面
高指数Si表面の観察 に電界チ ャージ法で水素 を偏析 させ た時の界面の変
鈴木孝將 ・簑 田弘喜 ・谷城康真 化 を論 じ、水素 の偏析 は界面の電子状態 を変化 させ 、
八木克道(東 工大)か つ格子緩和 をもた らす こ とを示 した。弘津 ら(阪
微粒子表面の再構成 大産研)はPdSiアモル ファス合金薄膜か らの電子 回
高柳邦夫(東 工人)折 図形 をエ ネルギーフ ィルター を用 いて弾性散乱の
MgO(001)面上のW原 子 クラス ターの観察 みを選別 しなが らイメージ ングプレー トに定量的 に
田中信夫 ・木全英明 ・木塚徳志 記録 し、この合金 の構造が10A程度の大 きさの規則
(名大工)的 な配列(MRO)を もつ クラス ターのつ なが りで
ア トムプローブによる金属材料 のナノ組織解析 あ るこ とを示 した。 また高井、志水(阪 大 工)は1
宝野和博 ・桜井利夫(東 北大金研)Aレ ベ ルの超高分解 能電顕像 を得 るため、従来 のフ
ー リエ フィルタリング とは全 く異 なる新 しい原理 に
3.成 果 よる収差補 正法 をAuの2×1構造 に適用 し、断面観
{見
まずス ロース キ ャンCCDカメ ラや イメー ジ ング 察像 で表面原子の配列 を1個1個 分解 している像 を
プレー ト(IP)などの記録装置 を使 った高分解能電 示 した。
顕像 の定量 的解析 の セ ッシ ョンで は、大 西、平 賀28日 の最後のセ ッシ ョンとしては電顕 メーカーか
(東北 大 金研)が ゼ オ ラ イ トの 空孔 中 に有機 分 子 らの最新電顕法の装置面での開発研究の発表 が行 わ
(TPA)を閉 じ込め た試料 をス ロース キ ャンCCDカ れた。宇佐見 、砂子沢 ら(日 立研究所)は ガタン社
メラでデ ジタル画像 として記録 し、そこか ら導かれ のエ ネルギー フィル ターを装着 した200kVのフ ィ・一
た構造 とX線 回折 に よって決定 されている構造 と詳 ル ドエ ミッシ ョン電顕 を用 いて、Ni-Fe/Cr多層膜 の
細 に比較 した研 究 を発表 した。高感度 、定量 、デジ 高分解能観 察を行い、エ ネルギーフィル ター像 が通
タル測定 を可能 とす る同様 なカメラを用 いて一色、 常の電顕像 より10A程度の厚 さの薄膜のCr層を同定
塩尻 ら(京 工繊 大)は 半導体の くさび結 晶の端 に観 す るのに有効 であるこ とを示 した。 また代 田、谷 中
察 され る等厚 干渉縞 の強度 を精密 に記 録 し、それを ら(ト プコン)は フ ィール ドエ ミッシ ョン電子銃 を
マ ルチス ライス法 による動力学的計算 と比較 した研 搭載 した新 しい200kVナノプローブ電子顕微鏡 の開
{「 究 を発表 した。 また橋本(岡 山理人)は1985年頃 よ 発 について報告 し、合 わせて超高分解能観察のため
り世界 に先駆けて開発 して きたポス トコラム型 のエ の精密軸合わせについ て論 じた。富 田、本 田(日 本
ネルギ ー フ ィル ター を用 い てThO、微 結晶 の高分解 電子)は 同様 の フィール ドエ ミッシ ョン電子顕微鏡
能電顕像 と回折図形 を定量 的に記録 し、原 子 レベル でSi/Sio、半導体界面のナ ノプローブ電子線 を用いた
のエ ネルギーフィル ター像 の もってい る構造情報 に 点元素分析及び面元素分析 を行い、5Aの 空 間分解
ついて詳細 に論 じた。倉 田、小林(京 人化研)は 工 能 レベルで元素分布 を観察で きることを示 した。
ネルギ ー フィル ターの装着 されたユ000kVの超高圧29日 のナノブ ローブ収束電子回折のセ ッシ ョンで
電顕 でカーボ ンナ ノチューブの観察 を行い、 カーボ は、 まず松畑(電 総研)が 晶帯軸入射臨界電圧効果
ンのK-edgeエネルギー損失電子 を用いた高分解 能像 の総括 をし、次いで友清(九 大HVEM)が 人角度収
で構造 の上 での カーボ ン原子数 のIO個の差が明確 に 東電子線 回折法 を α一Al20,の原子位 置の変位 量の測
検 出 される とい う極限的 な計測 の結果 を発表 した。 定 に適用 した例で、通常 のフ ィルム記録 法 と新 しい
次 の最新電顕法 による材料 の評価 のセ ッシ ョンで イメー ジ ング プ レー トを用 い た方 法 を比較検 討 し
は 、 まず 市 野 瀬 、 石 田(東 大 工)がPd/MgO、 た。津田、田中(東 北大科研)は 結晶の構造 因子 の
Pd/ZnO界面 を400kVの高分解能電顕で観察 し、像の 位相 を決定で きる新 しい方法 であ るコヒー レン ト収
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東電子回折 をFeSzに適用 した結果 を示 した。 高柳(東 工大総理工)が 電顕内で蒸着 に よって作 製
第5セ ッシ ョンの新 しい電子 回折法のセ ッシ ョン したSi微粒 子の(100)表面 の動 的変化 につ いて示
で は、 まず飯 島(NEC)が10Aサイズのナノプロー した。最後 に主催 者がTEMと は異 なる原理 に基 づ
ブ電子線 を用いて、1層 ～3層 のカーボ ンナ ノチュ く原子 レベルの イメージ ング法の紹介 として招待 し
一ブの構造 を解析 した例 を示 し、 それ と電気伝導性 た宝野(東 北大 金研)が 独 自の開発 によるア トムプ
な どの物性 との関わ りを論 じた。次いで進藤(東 北 ローブFIMによるCoCr合金の相分解 の観察 の結果 を
大素材研)が ツァイス社 のエネルギーフィル ターが 示 した。
内蔵 された!20kV電子顕微鏡 を用 いて、AIInAs半導
体超格子の散漫散乱 を解析 したデータを示 した。竹4.ま とめ
田(阪 大理)は 高分解能電顕 法、EELS法、理論計 以上 の ように本研 究会 で はナノ プローブTEM技
算法 、 フォ トル ミネ ッセ ンス法な どを組み合わせて 術 か らイ メ ー ジ ン グプ レー ト、 ス ロー ス キ ャン
Siの(113)面欠 陥及 びGeの(ユ00)面欠陥 を原子 レCCDカ メ ラに至 るまで最 新 の電顕法 の現状 につ い
ベ ル で解 析 した研 究 を発 表 した。 ま た森(阪 大 て第一線 の研究者 によって総括が行われた。その講
HVEM)は電子線照射 に よる化合物の相分離 とナ ノ 演の質はいずれ も高 く、参加者の一部か らも 「この ご
スケ ールの解析 をAl3Ni合金 を例 として述べ た。 さ 内容 を外 国人 も含めた国際集会で発表すれば我が 国
らに八木(東 工大理)は 反射電顕法 と独 自の試料作 の この方面で の研 究の レベルの高 さを広 く知 らせ る
成法 を駆使 してSiの高指数面 の構造 解析 を行 って結 ことがで きる」 との コメ ン トがあ ったように、極 め
果 を示 した。 て有意義 な内容あ る研究会であ った。最後 にこの研
最後 の高分解能動的観察のセ ッションでは田中ら 究会 を金研側 のホス トとしてい ろい ろ支 えて下 さい
(名大 工)がMgO(001)面 上 に吸着 させ たW原 子 ま した平賀教授 を始め研 究室の皆様 に感謝の意 を表
クラス ターの表面拡散 の様子 を1/60secの時 間分 解 します。




代表者 大阪大学極限物質研究センター教授 遠 藤 将 一
1.はじめに 遠藤忠(東 北大工)
超高圧力発生技術の最近の進歩に伴 って、超高圧 島田昌彦(東 北大素材研)
力と、高温、極低温、または強磁場 という極限的な 衝撃圧縮下の磁気測定と高性能磁石の作成
外部条件 を組み合わせた、材料および物性の研究が 近藤建一(東 工大工材研)
めざましい展開を見せている。例 えば100K以上の 超磁歪合金(ラ ーベス相希土類一鉄)の 高圧合成
T.を示す無限層超伝導体は超高圧力かつ高温下で初 遠藤将一(阪 大極限センター )
(_め て合成されたものである。一方、超高圧力 ・極低 小野文久(岡 山大理)
温、さらには超高圧力 ・極低温 ・強磁場 という複合FeNiイ ンバー合金の高圧高磁場下の磁性
条件の実現は物性研究の領域を飛躍的に拡大するこ 小野文久(岡 山大理)




現を目指 して多方面か ら努力を傾けている研究者相 巨海玄道(熊 本人教養)
互の知識の交流 を深め、一層の展開を図ることを目V、0、 の高圧相転移
的とした。 草場啓治 ・庄野安彦(東 北大金研)
2.研究会概要およびプログラム 第2日(!月27日)
研究会は平成7年1月26日と27日の二 日間にわたっ 複合銅酸化物の高圧合成
〔 て東北大学金属材料研究所で開催 された。延べおよ 高野幹夫 ・広井善二 ・東正樹 ・山浦一成
そ80名が参加 し、以下のプログラムに沿って活発な(京 大化研)
討論が行われた。なお、1月17日早朝に阪神地方をCuGeO、 におけるスピンパ イエルス転移の圧力効果
襲 った兵庫県南部地震によって大阪人学豊中キャン 高橋博樹(東 大物性研)
パスの方々は公私共に甚大な災害に遭われた。それCeP、Ybムs3の 高圧下におけるLHI吸収スペクトル
にも拘わらず当初予定の6名全員の参加を得たこと 毛利信男(東 大物性研)
を感謝 し、付記 しておきたい。 高圧下立方晶固体ヨウ素における電子帯構造、格子
振動、電子格子相互作用および超伝導
プログラム 鈴木直 ・白井正文 ・坂本浩則 ・小田竜樹
第1日目(1月26日)(阪 大基礎工)
は じめに 遠藤将一(阪 大極限センター )ラ マン分光とX線回折 による分子固体H2SのP-T相図
高温高水素圧下における金属原子空孔の多量生成 決定
深井有(中 大理工)清 水宏曇(岐 阜大工)
超高圧による機能無機材料合成 遠藤将一(阪 人極限センター )
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超高圧下の分子固相反応 探索 の指針の一つ とな り得 よ う。
青木勝敏(物 質研)東 工大工材研 の近藤 は磁気テ ープに用い られる超
DAC中での精密磁化測定装 置の開発 微細針状鉄粉の成形体 について、衝撃圧縮 中の磁化
石塚 守 ・天谷喜一(阪 大基礎 工)の 変化 を時 間分解測定 した結果 を報告 した。 このよ
遠藤将一(阪 大極 限センター )う な、衝撃圧縮下の磁気 的性質 のその場測定 とい う
圧力誘起超伝導探索実験 斬新 な研 究 によって、鉄 の α一γ転移 に よる消磁現
天谷喜一(阪 大基礎工)象 には熱 の局在が伴 うことが見 出 された。
高圧 ・強磁場 下の希釈磁性半導体の価電子帯 ス ピン 阪大極 限センターの遠藤(将)らは、超音波発 振器やア
の振舞い と励起子 クチ ュエー ター として ピエゾ素子 を凌 ぐ出力の期待
松 田康弘 ・黒 田規敬(東 北大金研)で きる、超磁歪材料の高温 ・高圧合成 を行 っている。
ダイヤモ ン ドアンビルセルを用 いた高圧 下メスバ ウ ー例 と して 非 晶質 のPrl-.N(Ce,Nd)、Fe2を3-4GPa、
アー分光700℃ に30分間保持 す る とラーベ ス相 の単相 に変わ
那須三郎(阪 大基礎]⊃ り、800×10-6とい う大 きな正 の歪値 の現 われる こ
遠藤将一(阪 大極限センター )と が報告 された。磁場 中で圧縮すれば よ り大 きな歪/
、、
NiAs型Fe-S化合物 におけ る高圧下 のメスバ ウアー分 値 が得 られ、実用化へ の途が 開かれる もの と期待 さ
光 れている。
小林寿夫(東 北人理)岡 山大理の小野 らは試料引 き抜 き型磁 力計 と銅べ
超高圧高 温実験 に よる地球内部物 質の研究 リリウム高圧容器 を組 み合 わせ て高圧下での磁化測
大谷栄治(東 北大理)定 装置 を製作 し、Fe-Niインバー 合金 の飽和 磁化 と
まとめ 黒田規敬(東 北大金研)高 磁 場磁化率 の圧力効果 を42Kから室温 までの広 い
温度範囲 にわたって調べた結果 を報告 した。
3.成 果 東北学院大工 の鹿又 は強磁性 クロム系化合物 と強
ほぼ プログラムの順 に、報告 された成果 の概要 を 磁性マ ンガン化合物 の自発磁化 とキュ リー温度の圧
記す。 力依存性 を精力的 に調べ てい る。特 に、MnCoGeで
中大 理工 の深 井 は、Ni、Pdを圧力 お よそ5GPaの 自発磁化 とキュ リー温度が何 れ も圧力 によって上昇
水 素中で800℃に保持 す る と数 時間後 に格子定数が す る とい う、3d合金 、化合物では初 めての事例 を見 プ
1%程度 小 さい 状 態 に変 化 し、 試 料 中 に お よそ 出 して理論家の関心 を喚起 した。k
20atgoの金属原子 空孔 が生 じる ことを報告 した。 さ 熊本大教養の巨海 は、低温L・高圧 ・高磁場下の固
らに この ような、通常の金属 中での熱平衡 濃度 よ り 体 の輸送特性 を解析 で きるユニー クな装置 を製作 し
何桁 も多 い、多量の原子 空孔 が秩序配列す ることや て、強相関電子系物 質の物 性の研究 を行 ってい る。
金属原子 の拡散 を何桁 も速める ことな どを豊富なデ 本 研 究 会 で はUGezの磁 気 抵 抗 とホ ウ素 炭 化 物
一 タに基づ いて解説 した。HoNしB、Cの 超伝導 に対す る高圧 効果 につ いての最
東北 大工 の遠藤(忠)らは窒化物 、フ ッ化物、硫化 近の予備 的結果が報告 された。今後の詳細 な研究の
物 など、高温 で分解す る化合物 の組成制御 を目的 と 成果が待 たれる。
して、固体圧縮 による超高圧技術 の有効性 について 東 北大金研の草場 と庄野 は高圧、高温下で可視吸
述べ た。彼 らは これまで に、周期律化合物 の観点 を 収 スペ ク トル、電気抵抗お よびX線 回折 を測定 で き
適用 してB,0、B,S、B,SeやZnSiPz、ZnGeP2、ZnSiN2、る装置 を用 いて、高圧下 における固体の挙動 を調べ
ZnGen,などの高圧 合成 に成功 してい る。 これ らの てい る。V,05の光吸 収端が7GPaで大 きな不連続変
化合物が電気 的、磁気 的、 および光学的に多彩 な性 化 を示 し、かつ電気抵抗の温度依存性が急激 に変化
質 を持つ ことか ら、彼等 の成果 は半導体 設計 と材料 す るなどの興味深 い事実 を見出 した。
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京大化研 の高野 らは既 に高 い評価 を得ている無 限 岐阜大工 の清水 らは ラマ ン散 乱実験 によって、H,0
層超伝導体の高圧合成 の研究 を発展 させて、アルカ と類 似 の分 子で あ るH、SのP-T相図 を調べ た。 これ
リ土類一銅一酸素 系の新 しい安定相 をい くつ か発見 し に よ り1相か らIV相まで の存在 が明 らか にな り、特
た。彼 らによれば、高圧 に よって頂点酸素 を塩素 に に固体IV相が非常 に広 いP-T領域 で安定 であ ること
置換す るこ とがで き、その結果正孔が ドープ される。 が判 明 した。分子 の動 的なflexibilityがこの ような相
さらに高圧合成で はアル カリ土類 の組成 を広範に変 安定性 に関係 している ことが指摘 された。
えるこ とがで きるとい う大 きな利点があ る。その成 物 質研の青木はアセチ レンを例 にとって高圧下の
果 の一つ と して得 られた、 ス ピン1/2の、梯 子格子 固相重合反応の研 究 を紹介 した。お よそ0.7GPaでア
を持 つ新 しい準一次元 ス ピンギャ ップ物質の磁性 が セチ レンが固体 にな り、3.5GPaで重合反応が 開始す
紹介 された。 る。ラマ ン散乱 と赤外吸収 によ り、重合物が共役結
CuGeO3は有機物 質以外 では唯一 のス ピン ・パ イ 合 と単結合か ら成るポ リマーであ ることが同定 され
エル ス転移 を示す物 質 と して最 近 関心 を集 め てい た。固相重合反応の特徴 は反応速度が遅 く、共役鎖
る。東大物性研 の高橋 らは このス ピン ・パ イエルス 長が短いこ とにあ り、それが分子の拡散 を伴 う反応
,,転 移温度 の圧力依存性 についての実験結果 を報告 し 過程 に起 因す るもの と結論 された。
t(`
た。1.2GPaまで は転移温度 は4.8KIGPaの割合で上昇 高圧下の磁性体 の研 究 を行 う上で、数GPa以上の
する ことが見 出 され るなど、い くつかの重要 な新 し 圧力領域 での精密 な磁化測定 は不可欠である。阪大
い知見 が得 られてい る。 基礎 工 の石 塚 らは ダ イヤモ ン ドア ン ビル セ ル に
東大物性研 の毛利 らはcePとYb、As3の異常 な輸 送sQuID磁 束計 を組 み合 わせ て高感度 の温度 可変磁
現 象 と磁 性 の原 因 を解 明す るため 、LIII吸収 スペ ク 化測定装置の開発 に成功 した。 ダイヤモ ン ドア ンビ
トル の測定 を高圧下 で行 ってい る。 この研 究 はCeル セルの先端 に巻いた プローブコイル を振動 させ る
とYbの原子価 が圧力 によって どの よ うに変 わるか ことが彼等 の独創のポ イン トである。 この システム
を調べ る ことに狙 いがあ る。得 られた結果 に基づい を用 いてEuTeの圧力誘起強磁性 が8GPaで初め て観
て4f電子 の遍 歴 的振 る舞 いが考 察 され る と共 に、 測 された研究例が報告 された。
order-disorder転移 におけ るキ ャリアーの役割が議論 複数の極 限条件の組み合 わせ によって初めて現 わ
された。 れ るような物性現象の実例 は まだあ ま り知 られてい
固体 ヨウ素 は21GPaで超伝導状 態 に転移す る(Tcな い。東北大 金研 の黒 田 らは、結晶のc軸に垂直 な
1ゼ¥1K)こ とが最近阪大基礎工 の天谷 らによって明 ら 強磁場 中に置か れた希釈磁 性半 導体CdMnSeおよび
か に さ れ た 。彼 らは 最低 温 度30mK、 最 高 圧 力CdCoSeの 励 起子エ ネルギーが異常 な圧力 依存性 を
100GPaとい う、他 の追随 を許 さない極限条件 下で 示す ことを見 出 した。 これが、励起子 に働 くお よそ
の電気 伝導 度測 定装置 を開発 して この成 果 を得 た1000Tの 有 効交換磁 場が圧力 によって顕著 に増大す
が、 さらにCaでも44GPa下T・・::・2Kで観測 された、超 るために、ス ピンの向 きをc軸に揃 え よう とす る異
伝 導 の証拠 とみ られ る実験結 果 につ いて報 告 した。 方性エ ネルギー と強 く競合 して生 じる、高圧 と強磁
阪大基礎 工 の鈴 木 らは、固体 ヨウ素fcc相の電子帯 場の複合現象で あることが説明 された。
構造 、格子振動 、電子格子相互作用 を密度汎関数法 超高圧下でFeの電子状態 を直接観察で きる方法 の
に基づいて第一原理 的に計算 し、その結果 を用 いて 一つ と してメスバ ウアー分 光は重要であ る。阪大基
超伝 導 に対する圧力効果 を検討 した。 これは実験 と 礎工 の那須 はFe30、とFe203の高 圧相 につ いて、高輝
理論の緊密 な連携研究の好例であ り、今後 の発展が 度放射光 を用 いて行 った高圧メスバ ウアー測定の最
期待 され る。 新 の結 果 を紹介 した。前者 が250K以下 で磁 気秩序
人類 と最 も関 わ りの深 い物 質 の一つ で あ るH、0を 示すの に対 して後者が5.7Kでも磁気秩序 を示 さな
が、複雑 なP-T相図を示す こ とは よ く知 られている。 いこ となどの成果 を踏 まえて、高圧実験 につ きもの
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の極微 量試料 での困難 さが、高輝度放射光の利用 に た結果 を紹介 し、地表か らの深 さお よそ600km付近
よって克服可能 である こ とを明 らかに した。 また、 が ダイヤモ ン ドに富 むで あろうとい う、大変興味深
東北人 理の小 林 は反強磁性半 導体FeSとフェ リ磁性 い予見 を引 き出 した。
半 導体Fe7Ssの高圧 メスバ ウア ー分光 の結果 を報告
した。FeSでは6.7GPaで、そ してFe7Ssでは4GPaでFe4.ま とめ
の電子状 態 が大 き く変化 す る ことが初 め て見 出 さ 高圧 を中心 とす る複合極 限条件が金属 、超伝導体、
れ、これが、エ ネルギーギ ャップを誘起す る機構 と 半導体 、磁性体、分子性 固体、ポ リマーな どの 、ほ
してのモ ッ ト ・ババー ド型電子相 関あるいは電荷移 ぼ全 ゆるジャンル にわたる新材料創製 と物性研究 に
動遷移 と密接 な関係 を持 ち得 る ことが指摘 された。 とって有効 な手段 であるこ とが具体的研 究例 に基づ
最後 に、東北大理の大谷 は、地球 内部 に由来す る いて示 された。 さらには地球 の成 り立ちの理解 に と
マ グマの起源 や地球核の構成 を解明す るためには、 って も不可欠であ ることが明 らか にされた。 これ ら
地球 内部物質 の高圧研究が不 可欠であることを説い の研 究 を通 して今後 の物 質科学の進 むべ き方向の一
た。惑 星形成初期のマ グマオー シャンの初期進化 に つが浮 き彫 りにされた点で、本研究会は所期 の 目的
大 きな影響 を与 える、珪 酸塩 メル トの高温(2360℃)を 達成 して余 りあ る意義 があった。i
鳥




傾斜機 能材料 におけるナノ構造制御 とその特性
特殊耐熱材料学部門教授 平 井 敏 雄
1.はじめに(座 長:荒 木信幸)









特性 をより向上するためにいかにすべ きかなど、未(座 長:渡辺龍三)
解決な問題が多々残されている。 放電プラズマ焼結機による傾斜機能材料の作成
そこで、本ワークショップでは、傾斜機能材料の 大森守(東 北大金研)










開会の挨拶 平井敏雄(東 北大金研)め っき法による高密度磁気記録材料の作製 と評価
(座長:谷 順二)本 間敬之(早 大理工)
植物(竹)の 階層的傾斜構造について 傾斜機能光学ポリマー
天田重庚(群 馬大工)小 池康博(慶 応大理工)
傾斜機能材料の非定常温度応答 と熱物性値分布の推 生体模倣高分子ゲルの傾斜機能化
定 小野勝道(茨 城大工)





立 方 晶Cu2-.Se一正 方 晶Culn(Ga)Se、傾斜 化 に よる 傾斜機能材料 の新 しい成型法お よび構造制御手法 と
Culn(Ga)Se、薄膜配 向制御の可能性 して、プラズマ焼結法が紹介 された。機 能性傾斜機
伊藤太一郎(阪 府大工)能 材料 としては、触媒材料、熱電変換材料 、光学材
収縮速度制御焼結法 によるMn、5Si26の熱電特性 料 な どの分野 におけ るナ ノ構造制御 による特性向上
梶 川武信(湘 南工大工)の 現状 につ いて報告 された。
閉会の挨拶 平井敏雄(東 北大金研)
4.ま とめ
3.成 果 国立研 究機 関、企業お よび大学 の研究者が一堂 に
構造用材料 お よび機能性材料 としての傾斜機能材 会 して開催 された今 回の ワー クショップで は、活発
料 のナノ構造 と特性 の関係 につ いての研 究成果 が発 な討議や意見交換が行 われ、傾斜機 能材料 にお ける
表 された。構造用傾斜機 能材料 について は、結 晶粒 ナノ構造制御 に関す る研究の今後 の方向や課題 など
内お よび結晶粒界のナ ノ構造制御 によって、飛躍 的 が明 らか にされた。





結晶物理学部門教授 小 松 啓
1.は じめ にSi融 液 と結晶成長
溶 液の構造 は結 晶化 過程 に大 きな影響 を及 ぼ し、 寺嶋一高(木 村融液動 態プロジェク ト)
最終 的な結晶の質 を制 するこ とが予想 され るが、未 溶液 中での タンパ ク質 の立体構造 ・水和 ・ダイナ ミ
知 の部分が非常 に多い。た とえば、高融点物 質の結 ックス
晶化 においては、わずかな熱履歴 の差が結晶の質に 楯 真一(都 立大 ・理)
重大 な影響 を及ぼす ことは よ く知 られてい る。 しか リゾチーム水溶液 の動 的光散乱
げ危 し、粘性や密度、表面 張力 な ど高温溶液の性 質 につ 沢 田勉(無 機材質研究所)
いては定量的 な測定がほ とん ど行 われてい ない。 ま 高圧下 にお ける水 溶液 と蛋 白質の物性 と構造
た、蛋白質 な どの巨大 生体 高分子 は、溶媒であ る水 谷 口吉弘(立 命館大 ・理工)
と強 く結合 してい る。そのため、結 晶化の際の脱 溶 巨大蛋 白質の結 晶化 法 の現状:一 本 鎖DNA結 合蛋
媒和過程 を定量的 に理解する ことは、現在注 目され 白質(SSB)の結 晶化経験 よ り
ている重要 な課題であ る。今 回の ワークシ ョップで 佐藤孝雄(徳 島大 ・工)
は、液体 中でのクラス タリングな どの現象 をも含 め おわ りに 小松啓(東 北大 ・金研)
て、溶液構造 や溶媒和 現象について、実験 と理論 の
両方か らの対話 を試みた。3.成 果
ワー クシ ョップでは、無機物 質の高温融液 や生体
2.ワ ークシ ョップ報告 高分子 の水溶液 など、様 々な溶液や融液の動 的構造、
本 ワー クシ ョップは、平成6年11月10(木)お よび結 晶成長機構 との相 関について、実験研究 と
及 び11(金)、 東北大学 金属 材料研究所1号 館5理 論研究 の両面か ら発表 ・討論 を行 った。
じLL'階 会議 室において開催 された
。32名 の出席者 を迎 人野は、急冷 した液体 での断熱的 な核形成 の可能
え、研 究発表 お よび討論がな された。以下 にその プ 性 について論 じた。吉本は、オ レイ ン酸 などの不飽
ログラム を示 す。 和脂肪酸 に対 して、結晶多形現象お よび結晶成長 の
熱力学的 ・速度論的研 究 を行 い、結晶多形 に及ぼす
は じめ に 小松啓(東 北大 ・金研)融 液の熱履歴 の影響 について発表 した。表 は、特別
急冷液体相 中の非等温核形成の可能性 につ いて に開発 したEXAFSを用 い てBi、0、-GeO、融液 を観察
大野かおる(東 北大 ・金研)し 、融 液 はGeO、四面体 とBiおよび酸素原子 が乱雑
オ レイン酸融 液構造 と結晶成長 に入 り交 じった構 造 を して いる こ とを明 らか に し
吉本則之(岩 手大 ・工)た 。Chernovは、結晶 と融液 との問 に中間的 な相 を
Bi、0,-GeO,溶液の構造 考 え、不規則 な液体相 と結晶格子 とが連続的につな
表 和彦(木 村融液動態 プロジェク ト)が ってい るという概念 を提 案 した。 そ して、い くつ
SurfaceOrderingandGrowthKineticsataRoughかの融液 についての実験結果や計算機iシミュレー シ
Interfaceヨ ンの結 果 を用 いて、その可 能性 につい て論 じた。
A.A,Chemov(東北大 ・金研)従 来の結晶 ・溶液界面 についての考 え方で は整理で
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きない現象 の中には、本概 念 を用 いる と理解で きる 経験 をもとに、最近の蛋 白質の結 晶化方法の動 向 ・
もの もあ り、界面 の新 たな解釈 と して興味深い。寺 進歩 を紹介 した。 また、人 きな(O.1mm以上)良 質
嶋 は、 シリコン融液 の密度、粘性 、表面張力 を測定 の単結晶 を得 るための最適結 晶化条件 を、早期 に探
し、融 点近傍 での これ らの挙 動がsp3的な混成 軌道 索す る方法について議論 した。
を形成す るシリコンクラス ターを想 定するこ とで説
明で きることな どを紹介 した。 これ らの挙動 は、融4.ま とめ
液の対流、結 晶界 面での原子 の取 り込みに影響 を与 ワークシ ョップで は、様々 な溶液や融液の構造が
え重要であ る。 また、不純物が融液の密度に及 ぼす 結 晶化 に及ぼす影響 について、理論 と実験の両面か
影響 について も興味深 い結果 を報告 した。楯 は、近 らの理解 を試みた。扱 ってい る物質は、シ リコンな
年 の安 定 同位 体核 を利用 した多次 元NMR法 の進歩 どの融点の高い物質 か ら蛋 白質な どの生体高分子 ま
につい て紹 介す る とともに、NMR法 を用 いて蛋 白 で様 々であ るが、溶 液構造 が固液界 面近傍 で の原
質水溶液 を解析 し、溶液 中での蛋 白質の水和状態 に 子 ・分子 配列 を通 して結 晶化 に及 ぼす影 響 につい
つ いて発表 した。沢田は、蛋 白質 リゾチームの水溶 て、有意義 な意見交換が行 われた。 これ らの発表や
液 につ いて動的光散乱測定 を行 い、 リゾチーム濃度 討論 を通 じて、結 晶成長 に結 びついた溶液構造 には で
の増加 とともに散乱光強度が興味深 い挙動 を示す こ まだ未知の ところが多 く、今後 この分 野の学際 的研
とな どを報告 した。谷口は、ダイヤモ ン ドア ンビル 究が結 晶成長学 にとって大 きなブ レイクスルー とな
セルお よびFTIRなどを用い て、高圧下 で蛋 白質が るとの確信 を得た。
変性す る過程 を調べ、体積 のゆ らぎが大 きい蛋 白質 最後 に、 ご多用 にも関わ らず研究発 表 をしていた
ほ ど変性 しやす く、その ような蛋 白質 ほ ど熱的 にも だいた皆様 に、紙面 をお借 りして感謝いた します。




放射線金属物理学部門教授 山 ロ 泰 男
1.は じめに 小 林寿夫(東 北大 理 物理 〉
固体内原子核 の γ線無反跳共鳴吸収 を観測す るメ6.ユ ー ロピウムメスバ ウアー効果 による高温超伝
スバ ウアー分光 は、 固体材料の物性 を微視 的な手法 導酸化物 の構造、物性 に関す る研究
で評価する有力 な研究手段 として国内外 を問わず広 谷脇雅文(北 大 工 電子)
く用い られている。 とくに近年は、多様 な新素材の
発見、開発 に伴 い、実験方法のみ ならず解析手法 も 座長 浅井吉蔵(電 通人)
、ρ 多彩 になって きている・本 ワー クショガ は・様 々7・Dy(Ni・CUi-x)・Si・のDy核の異常内音il陽
な材料研 究分野 でメスバ ウアー分光 を用 いてい る研 菜嶋 理。(東北学院大 工 応物)
究者 によって、固有 の研究手法 とその成果 につ いて 小 野寺秀也 ・IJ」口泰男(東 北大 金研)
討論 し、将来の新 しい応用上の展開 を検討す るこ と8.Dy化 合物 の不整合変 調磁気構 造 と16'DYメスバ
を目的 と して開催 した。 ウアー効果
小野寺秀也o・人橋正義 ・山口泰男
2.ワ ークシ ョップ報告(東 北大 金研)
上記 ワー クシ ョップは、平成6年10月27、289.Fe-Pt合 金の原子秩序 とメスバウアースペク トル
日の両 日にわた り東北大学金属材料研究所2号 館5後 藤隆夫(東 北学院大 工 応物)
階セ ミナー室 において開催 された。学外18名 、学 ユ0."インビーム メスバ ウアー分 光「1ど「高温 メスバ
内13名 の参加者 で、以下の様 なプログラムに従 っ ウアー分光1による高速拡散 のその場観察
て進め られた。 吉 田 豊(静 岡理工科 大 物質科学)
11.低温用 比例計数管 とそのメスバ ウアー分光へ の
d10月27日(木)応 用
座長 小野寺秀也(東 北大金研)福 村和子 ・中西章夫 ・小林 隆幸。
1.開 会挨拶 山 口泰男(東 北大 金研)(滋 賀医大 物理)
2.ガ ーネッ ト型 フェライ ト微 粒子の特異磁気構造
羽田紘 一(石 巻専修大 理工)10月28日(金)
3.メ スバ ウアー分光 で見 る磁 気秩序 座長 小林寿夫(東 北大理)
一 安定分布 をキ イワー ドと して12 .Fe/Cuグラニ ュラー膜 の磁 性 と磁気抵抗
中井 裕(静 岡理工科大 物質科学)(東 北大 金研)
4.i21Sb、57Feメス バ ウ ア ー 分 光 に よるM-Sb日 原岳彦。・小野寺秀也 ・若生公郎
(M=Mn,Fe)の研究 隅山兼治 ・鈴木謙爾(東 北大 金研)
中村 仁。・小林義男A・浅井吉蔵13.Fe,Agl-xグラニュ ラー膜 の メスバ ウアー効果 と
山田修義 ・安部文敏A磁 気抵抗効果
(電通大 電子物性 ・理研A)小 野輝男。・細糸信好 ・新庄輝 也
5.CePtSnにおける'19Snメスバ ウアー分光(京 大 化研)
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14.希土類/Fe多層膜のCEMSて い る可 能性 を示 唆 した 。今 後 の 展 開が期 待 さ
坂本勲。(電総研)れ る。谷 脇 は、 多 くの 高温 超 伝 導 酸 化 物 の 中 で
縄手雅彦 ・本多茂男(広 島大 工)Eu,、Ce,CuO4につ いてCe濃度 と焼 成温度の 関数 と し
15.金属 人工格子 のig7Auメスバ ウアー分光 てユ51Euメスバ ウアースペ ク トルの アイソマー シフ ト
小 林康 浩。・那須 三郎(阪 大 基礎工 物性物理工)と 格子定 数 を調べ その明瞭 な相 関 を明 らかに した。
さ らにEu-0原子 問距離がCe濃度 や焼成 温度 に依 ら
座長 坂本勲(電 総研)ず 格子定数cを 変数 とす るuniversallineに乗 り、そ
!6.金属問化合物 の水素誘起 アモル ファス化 とメス の一定の領域 で超伝導が発現 している ことを報告 し
バ ウアー効果 た。
森克彦。・小野寺秀也 ・青木清 ・増本健 菜嶋 は、Dy(Ni.cui-x),si,の詳細 な'6]Dyメスバ ウア
(東北人 金研)一 分 光 に よって、 この混晶系 で生 じるDy核の異常
17.Fe一金属系 アモル フ ァス合金 のメスバ ウアー効 に大 きい内部磁 場がNiとCuの置換 によって起 きる
果 藤 田麻哉。・深道和 明(東 北大 工 材料物性)周 所 的な電荷分布 の乱 れが大 きく結晶場 を変化 させ
18.閉会挨拶 小野寺秀也(東 北大 金研)る こ とに原 因が ある ことを見出 した。 この結果 は、(
希土類化合物の物性 を研究す る際 に、 この様 な混晶
3.成 果 は伝導電子密度のみ を変える とす る しば しばな され
講演 は多岐 の材料 分野 にわた り、 メスバ ウアー分 る仮説 に対 して極 めて重 要な警告 となっている。小
光に限 られている とはい え実験手法 も多様 で、対 象 野寺 は、'6ユDyメスバ ウアー分光 と中性子 回折 に よっ
物質 と研 究手法 の両面か ら活発 に討論が な された。 て これ まで調べ て きた多 くのDy化合物 の中か らそ
羽 田は磁気 光学 素子 として応用 が期 待 され るYIGの 磁 気構造周期が結晶格子周期 に非整合 で磁気 モー
やDylGの ガー ネ ッ ト型 フェライ トの数十nmサ イ メ ン トが正弦波 で変調 されている場 合の例 を示 し、
ズの微粒子 の57Feメスバ ウアー効果 の測定 か らお よ 理論 的 に考 え られてい る ようなDyモーメ ン トが分
そ10A程度の表面層 は磁 化 を もたない こ とや、YIG布 しているこ とはな く、数種 の磁気的状態の配列 で
で は一部 のFeモー メ ン トが磁化方向 に一致 してい な 上記 の磁気構 造が記述で きる ことを明 らか に した。
い ことを明 らかに した。 中井 は、ス ピングラスであ 後藤 は、永久磁 石材料 であ る急冷60.50/。Fe-Pt合金が
るAu(Fe)合金 にSnを不純物 として加 え、57Feと"9Sn熱 処理 に よって保 持力が変化す る過程 を叩eメスバ
の スペ ク トルか ら解析 した内部磁場分布 を比較 し、 ウアー分光に よって追跡 し、材料特性が原子秩序 の(1
Feモー メ ン トの分布 と超微 細磁場 の分布 を分離 し 程度 に強 く依存す ることを示 した。吉 田は、固体 中
た。 さ らに超微細磁場分 布がRKKY相互作用 の空 間 の格子 問原子 の高速拡散 を二つ の異な ったs7Feメス
積分 か ら一種 の安定 分布 と して現 れ る こ とを示 し バ ウアー分光の手法 によって正確 に観測 で きること
た。 中村 は、不定比化合物 であ るMni.、SbやFe、.、Sbを示 した。一つは、 クーロン励起 と同時に固体 中に
のs7Feとi21Sbのメ スバ ウアー効 果か ら、格子 間位置 打込 まれた57*Feの崩壊時の γ線 を観測 するイ ンビー
原子 のモ ーメ ントの大 きさや 隣接原子 に対する磁気 ム法 によって、 さらに超高真空下で1000℃に達す る
的影響 を評価 した。小林(寿)は 、現在の固体物理 高温 を保持 した まま測定す る透過法 に よってFe原子
の興味 の中心の一つである小数 キャ リア近藤物 質で の各種 固体中での正確 な拡散係 数 を決 定で きるこ と
あるCePtSnと関連物質 の(Ce,.,La。1)NiSnの'19Snメを示 した。特 に、前者 は低温 における拡散定数 を決
スバ ウアー効果の詳細 な温度依存性 を調べ、その核 定で きる極めて有用 な手法 となっている。小林(隆)
四重極分裂 が後者 ではT3/2則に従 う ものの、前者 で は、表面や薄膜の測定 に適 している内部変換電子 メ
は約150K以下で温度 によ らず 一定 であ るとい う異 スバ ウアー分光用比例計数管 に用い る検出ガス とし
常 を見出 し、伝 導電子帯形成 にSnのp電子が関与 し て多種類 のガスの検 出特性 を調べ上げた。その結果、
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HeやNeなどの希 ガス よ りも1{,ガスが有用 であ るこFeとTbHxへ の分解 とい う2段 の過程 が存在す る こ
とを発 見 し、13～270Kで安定 に動作 す る分 光 シス とを明 らかに した。藤 田は、興味深 い高濃度ス ピン
テムを完成 させ、今後 の材料物性評価へ の大 いなる グラス に着 目し、 リエ ン トラン トス ピングラス を示
応用が期待 される。 すLu.Fel。。-x非晶質合金 を作製 し、 内部磁場分布 の温
日原 と小野は ともに巨大磁気抵抗 を示すグラニュ 度変化 を詳細 に求め、モ ーメン トの横成分 の凍結温
ラー膜 の特性変化 を叩eメ スバ ウアー分光 によって 度 としてのス ピングラス転移温度 を見 出 し、磁気測
Feクラス ターの結晶構造(fccやbcc)およびそのサ 定 か ら決 定 された2種 の転移 温度 の関連 を議論 し
イズ との相 関 と して調べ た。前 者 はスパ ッタ法 と た。 また、内部磁場 と四重極分裂 の2重 の分布 を新
lCB法の異 な った作製法 のFe/Cuグラニ ュラー膜 の しい解析手法の工夫 に よって独立 に求めた結果、 こ
特性 の違いが生成するFeクラス ターの種類 に依存す れ らの非晶質合 金に特徴 的な内部磁場分布 の構造が
る こ とをEXAFSの測定 結 果 と併 せ て明 らか に し、 解析手法 に依存 して現 れてい る可能性 を示唆 した。
後者 はFe/Agグラニ ュラー膜 中 に生成す るFeクラス
ターの磁気 的性質 を磁場 中 メスバ ウアー分 光 によっ4.ま とめ
沿 て明 らかに し・ ともにFeクラス ター自体の磁性 とク 今 回のワー クシ ョップの内容 は・国内におけるメ
ラス ター問の磁気的相互作用 に よって巨大磁 気抵抗 スバウアー分光の研究状況 を如実 に示 している とい
の発生 を論 じた。坂本は、Nd/FeやGd/Fe多層膜中の える。 もっ とも応用例 の多 い・・Feでは固体材 料の物
Fe層の状態 を層厚の異 なる試料 の内部変換電子 メス 性 や特性評価 にとってメスバ ウアー分光が有用 かつ
バ ウアー分光法 によって系統 的に調べ、強磁性 非晶 主要な研究手法 と して成熟 しつつあ る(例 えば、講
質、常磁性結 晶、強磁性 結晶 と厚 さの増加 とともに 演2、9、12、13、16、17)。一方では、極端条件下
変化 する ことを見出 し、 さらに磁化方 向 もまた変化 での測定方法 の開発 とその実現(講 演10、!1)や、
す る事 実 を希土類 イオ ンの1イ オ ン磁 気異 方性 と 新規メスバ ウアー核種 の測定 を通 じての対 象物 質の
Fe膜の形状磁 気異方性 の競 合 に よって理解 し得 る 飛躍的拡大(講 演4、5、6、7、8、15)など急速 な
こ とを示 した。小林(康)は 、金属 人工格子Ni/Au進 展がな され てい ることが見 て とれ る。加 えて、成
の'97Auメスバ ウアースペ ク トル を注意深 く解析す る 熟 した研究手法 にあ りがちな固定的 な解析 手法 に飽
こ とに より、 γ線無反跳分率(メ スバ ウアー分率)き た らず、物理的立場 や数学 的立場か ら新 しい解析
の異常 を見 出 し、人工格子化 によ り格子が堅 くなる、 手法 を工夫 してメスバ ウアースペ ク トルか ら新 しい
(Vい わゆ るスーパ ーモ ジ ュラス効果 の発現 を実証 し 知見 を得 る工夫 も実 を結びつつ あ り(講 演3、17)、
た。 またFe/AuとCo/Auの測定結果 を併せ て、磁 性 今後一層進展す るもの と期待 される。
層 か らAu層へ の磁気 的影響 を調べ 、伝 導電子偏 極 基礎磁性 、応用磁性、金属物性、 グラニ ュラー膜、
の影響 は極 めて小 さ く磁性 層 に隣 接す るL5～2層 人工格子 、非 晶質 、高温超伝導体 と研 究対象分 野は
のAu原子 のみが 内部 磁場 を感 じてい るこ とを明 ら 多岐 にわたっていたが、対象物 質その ものへの関心
か に した。 と多様 な実験手法への興味、 さらには解析手法 の有
森 は、 ラーベス相化 合物TbFe2、GdFe、の水素吸収 用性の吟味な ど多面的 な見地か らそれぞれの講演毎
に よる非 晶質化過程 とその熱的分解過程 を57Feメス に質問が続出 し、予定時間 を大 幅に超過す る活発 な
バ ウアー分光に よって詳細 に調べ、水素誘起結晶変 討論が なされた。 それ は、他分野 の研究手法が 自ら
態 によってFe原子が磁気モ ーメン トを失 うものの非 の研究 にも極 めて有効である ことをそれぞれの参加
晶質化 によって元 のラーベ ス相 よ り大 きな磁気モ ー 者が認識 していたため と考え られ、各分野 における
メ ン トが発 生する という興味 ある事実 を見 出 し、 さ 有力 な研 究手法 としてメスバ ウアー分光 の一層 の発
らに水素 吸収非晶質 の結 晶化 がbcc-Feの析 出 とbcc一 展が なされ るもの と思 われる。
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鉄族遷移金属化合物の電子状態と磁気的電気的性質
磁性材料学部門助手 吉 田 肇
上記の タイ トルで金研 ワークシ ョップを平成6年ll月10日(木 曜 円)
11月10日 、110の 二 日間に渡 って行 なった。 開会 の辞
このワークシ ョップの主 旨は以下 の通 りである。 座長 山ロ泰男(東 北大金研)
鉄族遷移金属、酸化物 、カルコゲナイ ド、プニ ク 「Cr化合物 におけ る磁性 と熱膨脹 との相関」
タイ ト等 の化合物 は極 めて多様 な磁気的電気的性質 太田悟(八 戸工大)
を示す。特 に、非金属状 態、非金属 一金属 転移 、磁 「Cdl,型遷 移金属化合物の高圧下 の格子定数」
気 モーメ ン トの発生機構 については古 くか ら膨 大 な 佐藤正樹(東 北大理)6
研究 がな されてい るが、未だに統 一的な描像 を取 る 「三元系Mn金属間化合物 の磁気体積効果」
に至 っていない。一方、最近の電子 エネルギ ーバ ン 鹿又武(東 北学院大工)
ドの計算 、高エ ネルギ ー分光(光 電子分光)等 の理 「蛍石型磁性体のすべて」
論 的、実験 的研究 の急速 な進展 によって、 これ ら化 渡邊清(東 北学院大工)
合物 の電 子状態 と非金属一金属転移 、磁気 モーメ ン
トの出現 との関連が明 らか にされつつある。又、超 座長 吉 田肇(東 北大金研)
高圧力 を用 いた非 金属一金属転移 に伴 う磁気 モー メ 「Pt系規則合金の磁性」
ン トの崩壊の観測 やバ ン ド計算等 によって電子状態 後藤 隆夫(東 北学院大]⊃
と原子間距離 との密接 な関連が明 らか にされつつ あ 「FePt単原子人工格子 膜の垂直磁気 異方性 と磁気 光
る。 この ように遷移金属化合物の特異 な物性 の発生 学 カー効果」
機 構 の 理 解 は全 く新 しい 展 開 を迎 え つ つ あ る。 三谷誠司 ・佐野正志 ・藤森啓安(東 北大金研)
我 々のこの分野 における研究 も世界的 レベルにある 大沢明 ・中r鳴英雄(岩 手大工)
ハト
が、 その特徴 は実験 、理論両研究者 との密接 な連携 「Fe/Co,Fe/Ni多層膜の電子状 態 と磁性」v
の下 に行 なわれ るところにある。 高橋 学(東 北大金研)
本 ワー クシ ョップの 目的 は3d元素 を含 む酸化物 、
カル コゲ ン化合物、 プニ コゲ ン化合物や遷移金属 と 座長 井 門秀秋(東 北学 院大工)
の金属 問化合物の磁性 と電子状態 に関す る最新の研 「ラーベス相Fe化合物の強磁性 ・反強磁性転移」
究 と、 これか らの展望 を実験 ・理論両面 にわた って 和 田裕 文(京 大工)
意見 を交換 し、討論 を行 なうことにある。 「Coを主体 とす るLaves相化合物 の遍 歴電子 メ タ磁
この ワー クシ ョップを開 くに当た り、共同研 究者 性 と磁性 の異常」 後藤恒昭(東 大物性研)
及び関連 分野 で活躍 してい る若手研究者 の諸氏 にお
集 ま りいただ くと同時 に金研所 内外 の多 くの研究者 座長 片 岡光生(東 北大金研)
や 院生 の参 加 の下 、活 発 な研 究討 論 を行 な った。 「遍歴電子 メ タ磁性 とインバ ー効果」
その プログラムは次 の通 りであ る。 山田銃二(信 州大理)
「金属問化合物 の電子状態 と磁気体積効果」
プ ログラム 白井正文(阪 大基礎工)
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11月11日(金 曜 日)atomの 値 を示す膜 も存在す ることを報告 した。高橋
座長 安西修一郎(慶 大理工)氏(金 研)はFeNiとFeCo膜のhyperfinefieldをKKR
「高分 解 能光電 子分 光で見 た金 属一非金 属転移 と磁 法 で計算 し、一方Ni3Alでpairpotentialを用 いて計
性」 藤i森淳(東 大理)算 したsitepreferencepaireの興味 ある研究報告 を行
「強電子相 関系Nisの電子状態 と磁 気的電気的性質」 なった。和 田氏(京人工)は ラーベス相 のCe(Fe1..Co,),
的場正憲(慶 大理工)のxの 小 さい組成範 囲で低 温か ら反強磁性 一強磁 性
「Fe,Co,Mn化合物の内殻吸収MCD」 相転移 を観測 した。 この転移でFeのモーメ ン トは変
菅滋正(阪 大基礎工)化 しない。従 って、 この磁気転移は主 に電子エ ン ト
ロ ピー による と考 え られ、比熱の9と比較 して議 論
金研 ワークシ ョップは金子武次郎助 教授(金 研)を 行 なった。後藤氏(東 大物性研)は メ タ磁性 を示
の挨拶 か ら始 ま り、八戸工人 の太 田氏か ら研究報告 す物 質YCo,やCo(S、一、Se.)、等 の磁 化測 定 を行 ない 、
を してい ただい た。Cr化合物 、特 にCr,Te、の熱膨張Landauの 展 開式 を用 いて1項 、2項 そ して3項 の係
の測定か ら自発歪 み と状態密度 との相 関 に着 目 し、 数 を評価 した。 この実験 の理論 的根拠 を山田氏(信
6バ ン ド聯 の立場か ら謝 をした・佐藤氏(東 北大 州大理)は ・pi・fiu・tu・ti・nth…yを組み込みんだ有
理)は これ までNiAs型結 晶構 造 を とる3d遷移金属 限温度 のfreeenergyを用 いて説明 し、ス ピンの揺 ら
の化合物 でc一軸 の格子常数 を大 きい格子常 数群 に属 ぎをパ ラメー タに取 った磁気相 図 を示 した。 白井氏
す るグル ープ(high-c)と小 さい グループ(10w-c)(阪 大基礎工)はMnsb3の自発磁 化 の体 積依存 のバ
の二種類 に分類 してい る。NiAs型結 晶構造 と同 じ ン ド計算やVPt,～CoPt,の磁気 モー メ ン トと格子 常
系列 に属す るCdl,型結 晶構i造を取 るTiSzの高圧下 に 数 の関係 をLApw法で体積 を変化 させ なが ら計算 し
おけるX線 回折 の実験 を行 なった結果、 この試料 は た研 究結果 の報告 を行 な った。又、Feについ ての
圧力4GPaで、c一軸 はhigh-cから正ow-cに転移 するこ とFixedSpinMoment法による計算 を試 みた興 味ある
が分 かった。 この転 移は絶縁 一金属相転移の可 能性 研究報告があった。
が高 いこ とを指摘 した。鹿又氏(学 院大工)は 強磁 活発 な質疑討論 のため予定の1時 間以上 も超過 し
性体Mn化 合 物で加圧す るとT。はあが り、 自発 磁化 て しまった。11日 のプログラムでは光電子分光に
も増加 する物質(例MnCoGe)を見つ け、Cr化合物 よる研究 について報告 して頂いた。藤森氏(東 大理)
では逆 にイ ンバ ー特性 を示す物 質(CrTe等)の圧力 はFe,Ses,NiSb,FeSiの電子分光 実験結果 はクラス
ドい 効果 を調べ た。 これ らの特性 をバ ン ド理論 で どこ ま ター法 による解析 では説明出来ず 、バ ン ド ・ピクチ
で明 らかに出来 るか を議論 した。電磁研 を停年退職 ヤーによらなければな らない ことを指摘 した。近藤
されたばか りの渡邊氏 には蛍石型磁性体 の長年 に渡 絶縁体 と呼ばれてい るFeSiで0.01meV程度 の狭 いバ
る物質探索 とその磁気特性 につい て報告 され、そ し ン ド ・ギ ャップがあ り、2次 元ババ ー ドモ デル を用
てその磁気特性は電子濃度 に密接 に関係 している こ い、このギ ャ ップは2粒 子励起 の考 えで説明 され、
とを示 された。後藤氏(学 院大)はVPt、とIrPt、の偽 これはU系へ の応用 も考 え られる との研 究報告 があ
二 次 元合 金 の磁 気特 性 につ い て報告 した。1:1の った。的場氏(慶 大理工)は 絶縁 一金属転移 を示す
V。slr。.spt3が遍歴電子強磁性 を示す こ とをNMR等の測NiSの 反強磁性非金属相 のバ ン ドギ ャ ップ及 びその
定 か ら明 らか に し、VPt、のVは1,L(。の磁気モ ーメ ン 不純物効果 につ いて、ゼーベ ック係数、熱膨 張、光
トを持 つ フェ リ磁 性 であ る こ とを示 した。三谷 氏 電子スペ ク トルを測定 し、得 られた実験結果か ら物
(金研)は 単原 子のFePtの磁性 膜 を作成 した試料 に 性制御 要因を明 らか に し、その機構 を探求 した研 究
つ いてその結晶構造 と磁気特性 を調べた。バ ルクの 報告 を行 なった。最後の講演者 と してSpring8に光
FePtは正方 晶の結晶構造 を持 ち、 フェリ磁性 を示す 。 電子分光の装置 を建設中の菅氏(阪 大基礎工)は 新
作製 された磁性膜 は立 方晶の構造 を取 り、3μ ・/Fe一 しい装置の開発 の紹介 をは じめ、磁気 円偏光二色性
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(MCD)のスペ ク トルの解析 とそ の理 論 的背 景 を基 この ワークショップには2日 間で・のべ96名 の
礎 か ら説 明 され 、具体 的 にはCu、Sb型結 晶構 造 の 方 々に参加 していただいた。 この中には是非講演 を
MnAlGeとMn、Sbの光 電子 スペ ク トルの比較 よ り、 したい との熱い希望 で遠 い処か ら自費で参加 してい
異なるサ イ トにお ける磁性原子 の電子状態の違い を ただいた方 も居 ま した。今後金研 の ワー クシ ョップ
示 した。 また正逆光電子スペ ク トルの比較 によ り交 が ます ます盛 んにな り、 さらに研究上重 要な役割 を




非平衡物質学工学部門助教授 青 木 清
1.はじめに 金属酸化皮膜中の水素による光電気化学応答










いる。現在、水素は材料に対 して有用な作用をする 金属多層膜の水素吸蔵 による構造安定性




水素に関する研究を今後 どう進めるべ きか、特に研FCC金 属における水素と不純物の相互作用
究会等をいかに組織化するかなどについて討論する 沼倉宏(京大工)
ことを重要な課題の一つ とした。 水素を利用 した金属の構造 ・組織制御
lC青 木清(東 北大金研)
2.ワークショップ報告 水素吸蔵合金による蓄熱システムの開発
1995年1月9日と10日の二 日間にわた り、東北大学 八木順一郎(東 北大素材研)







藤井博信、折茂慎一(広 島大総科)水 素系の材料開発の重要な課題であると提唱 してい
カルシウム熱還元法による機能性ニ ッケル基合金の る。その考えに基づき、界面に着目した研究を行っ
直接製造 と合金の水素吸蔵特性 ているが、そのなかで(1)ZrCr、とMgとの複合材
板垣乙未生(東 北大素材研)料 設計、(2)YNi、の水素誘起非晶質化 ・分解反応を
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利用 したMg2Ni基複合材 の設計 と製作、(3)水素雰 研究 グルー プは1年後 に終 了す るが、 その後 「水素
囲気 中でのZrNiの反応性MGに よる結晶/非晶質複合 の有能 な機能 と材料の関 わ り」 について、何 らかの
材料 の材料設計等 に関す る研究成果 を報告 した。 形 で 「研 究会」 を継続 すべ きとの提案が な された。
板垣 はカル シウム熱還元法 によ り作製 したRmNi、 出席者 よ り、 この 問題 につい て意見交換 がな され、
(Rm:mischmetal)やZr(Ni,Mn),などの合 金粒子 の水 「水 素 と材 料」 について基礎 か ら応用 まで幅広 い分
素吸蔵特性(PCT相関や水素の吸収 ・脱離速度 など)野 の研究者が参加 で きる 「研 究 グループ」 を結成す
に関する最近 の研 究成果 を報告 した。 また、La-Ce一 る方 向で今後検討 するこ とになった。
(Pr+Nd)3元組成平面 図上 に、各種 の成分組成 を有 田中は薄膜や多層膜 中の水素の挙動 を調べ ること
するRmNi,合金の平衡水素圧 や最大水 素吸蔵量 を表 は、材料 にお ける水素機能 の開発の基礎研究 として
示す る試 みや、RNi、-H、系 の状 態図 や平 衡水素圧 な 有益 で あるが 、その研 究例 は少 ない ことに着 目 し、
どを統計熱力学の手法 によ り解析 する試み などにつ 自身が行 ってい る研究 を紹介 した。Pd/Ti系多層膜
いて述べ た。 は250-350℃の焼鈍 に よって相互拡散が 容易 に起 こ
林は金属酸化皮膜 中の水素の状態 を知 る目的で行 り、その過程 で均質なアモル ファス相が形成 される。
ってい る、光電気化学反応 を利 用 した研究 について しか し室温 で水素 を吸蔵 した多層膜 で は、Ti層がA
紹介 した。ニオブの酸化皮膜中 に水素 を注入 した場TiH2層 に変化 し、その結果、相互拡散が極 めて抑制
合の光電気化学応答 の変化 を測定 して、光 アノー ド され、アモル ファス化 も起 こ らな くなる。つ ま り、
電流の波長依存性 か ら、酸化物のバ ン ドギ ャップ内 水素が金属多層膜の構 造安 定化 や界面反応の抑制 に
に水 素注 入 に よる電子準 位 ので きるこ とを推論 し 役立つ ことを示 した。
た。 また、電極 のキ ャパ シタ ンス測定か ら水素注入 水林 は(1)ア モル ファス合金 中の水素の短距離
に由来す る電子 準位 の分布 を求 め た結 果 を報 告 し 拡散 と水 素サイ トへの水素の 占有率 を水素内部摩擦
た。 ピークの測定に より調べ た。主な基礎 的構造 は20面
山口は高速 イオ ンビームの透過型反跳粒子検 出法 体 あるいはそれに近 い ものであ り、水素 はその中の
に よる固体内の水 素分析 の応用例 と して、水 素イオ4面 体 サ イ トを占有 し、その最隣接 サ イ トへ の他 の
ン照射 下のA1,Ti,Ni,Cu及びSUS304の薄膜試料 中 水 素占有 を妨 げる(nnb)と仮定す る と実験結 果 を
の水素濃度分布の測定か ら、放 出水素量、捕捉水素 うま く説明で きる ことを示 した。 ゴルスキー効果か
量及 び透過水素量 を評価 し、水素 イオンビーム照射 ら調べ たa-Cu、。Ti5⑪合金 中の水素 の長距離拡散の実験
下の水素輸送 に関与す る素過程 を検討 した結果 を報 結 果は、前記モデル におけるTiの20面体 は空 間的 に 〔
告 した。 分散 して存在する ことを示唆 している。 また、水素
諸住 は 日本金属学会で組織 している 「水素機能研 濃度C。<0.7at%で、水 素サイ トは空 間的に連結 して
究会」の4年間 にわ たる活動状況 を報告 した。水 素 いる可 能性 を示唆する予備 的結果 を得た。(2)アモ
エネルギーの利用開発、水 素 を利用 した材料機能の ル ファス合金 について、脱水 素スペ ク トル(HTDS)、
向上等 のために基礎的 ・応用 的研 究 をいか に推進す 試料 長 さ、X線 回折 に よ り調べ 、以 下 の結果 を得
べ きか、そ して、学問体系 を確立 し、実用 に役立つ た:C,,の増 大 に伴 い、C,に関 し間欠 的 に水 素誘起
有用 な知見の収集 のため に、関連研究者 を有機的 に 構造緩和(HISR)が進行 する。 このHISRは水素が
組織化 し、研 究集会 を開催 し、情 報の交換等の活動nnbの 下で同一の化学的組成 を持つ4面体サイ トの約
を一段 と高め ることが必要であ ると問題点 を提起 し 半分 を占有す る と起 きる、あるいは、水素添加 に よ
た。 る局所的格子歪みが所定量 に達す る と起 きるように
岡田は諸住 の報告 を踏 まえ、 また藤井が組織化 し 見 えることを示 した。
つつあ る研 究組織 の概要 の紹介の後、今後 の水素 の 沼倉 はBCCとFCC金属 中の不純物原子 による水 素
研究の進め方 について総合討論 を リー ドした。上記 の トラ ップ効 果 を概 説 した後 、最近 のNiおよびPd
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中の水素 と不純物 の相互作用 に関する実験事実 を紹 吸蔵放出反応 を利用 した蓄熱 システムの基礎的研究
介 した。内部摩擦 と磁気余効の実験結果 は、 これ ら を行 ってい る。Mg2NiのCuによる無電解メ ッキは熱
の金属 中ではある種 の不純物原子は水素 と複合体 を 伝導率の改善 、繰 り返 し使用 に対す る強度維持 のた
形成す ることを示唆 しているが、水素の拡散係数 は、 め有効であるこ とを見い出 した。 さらに、水素の吸
トラ ップモデルか らの予想 に反 して、不純物 の存在 蔵放出反応の速度 を粉末お よび加圧成形 したペ レッ
によ り低下せず逆 に上昇す ることを見出 している。 ト状試料 につ いて測定 し、その反応速度 と伝熱特性
青木は水 素吸蔵 に よ り非 晶質 になる金属 問化合物 を調べた結果 を紹介 した。
の結 晶構造 と組成 、Cl5ラー ベス相の非晶質化 を支
配す る因子、非晶質合金 の構造 と結晶化生成物、お4.お わ りに
よび元の結晶相 の安定性 との相関 などについて報告 本 ワークシ ョップは、当初 は1994年6月に開催す
した。 また、TiAlを水 素雰囲気 中でボール ミリング る予定 であったが、諸事情 によ り1995年1月に延期
して、その後、脱水素す ることによ り、HDDRが起 した。新 年早 々で 、特 に忙 しい時期 に、熱心 にご講
こ り、ナ ノ結晶のTiAlが得 られ ることを示 した。 演、 ご討論下 さった先生方 と出席者 の皆様 に厚 くお
6八 木 は工業排 熱鮪 効利醗 促 進す るため・水素 礼 申 し上げ ます・
¢
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RichardMiles博士 は米 国ヒューズ研 究所 の若手研 究者で ある。1994年5月 か ら1995年1月 ま
で本研究所新 素材 開発施設 ナノ構造研究部客員助教授 として滞在 した。 同博士 は分子線 エ ピタキシー法 に
よる 皿一V族半導体超格子 のデザ イ ンと作製 を専 門 と してお り、本研究所 関連分 野の研究 者 と協 同 してナ ノ


















































TeimourazMTCHEDLIDZE博士 はグルジア共和 国出身で、モスクワにあるロシア科学 アカデ ミー固体物理学
研 究所 の研 究員 であ った。昨年6月 よ り角野研究室 の助手 と して採用 され、約10か 月滞在 した。 この 間、
同博士 はシ リコン ゲールマ ニウム混 晶単結 晶の育成 とその電気 的一光学 的性 質の評価 、お よび延性 モ ー ド研削
したシ リコ ン表面付近 に形成 され る結晶欠陥の電子顕微鏡観察 を行 った。今年4月 か らは 日本 の民 間企業 の
研究員 と して活躍 が期待 されてい る。
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人 事 異 動(1gg4.11-1gg5.4)
A.新 任 及 び 昇 任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
蘇 其 坤1994.11.16助 手 回折結 晶学
呉 義 宏1995.1.1助 手 電 子材 料 物性 学
高 田 九 二雄1995.2,1講 師 分 析科 学
左 近 拓 男1995.4.1助 手 磁 気物 理 学
小 林 力1995.4.1助 手 回折結 晶学
韓 谷 昌1995.4.1助 手 低 温物 理 学
○ 李 志 強1995.4.1助 手 合 金設 計 制御 工 学
島 村 清 史1995.4.1助 手 結 晶材 料 化学
大 砂 哲1995.4.1助 手 不 定 比化 合物 物性 学
B.転 出及 び 退 職
氏 名 年 月 日 転 出 先
RINGER,SimonPeterl995.1.15辞 職 〔学振 外国人特別研究員('95.1、16～)〕
G李 丙 澤1995.2.28辞 職
立 木 昌1995.3.31停 年 退職
角 野 浩 二1995.3.31停 年 退職
金 子 武 次郎1995.3.31停 年 退職
中 道 琢 郎,1995.3.31停 年 退職
小 野塚 喬1995.3.31辞 職
MTCHEDLIDZE,TeimourazRamaz1995.3.31辞 職
青 木 清1995.4.1北 見 工業 大 学 工学 部
寳 野 和 博1995.4.1科 学技 術 庁 金属材 料 技術 研 究所
佐 々木 眞1995.4.1室 蘭 工業 大 学 工学 部
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現 在 滞 在 中 の 招 聴 研 究 員 お よび 客 員研 究 員 等(1995.4.1粧)
A.招聰研究員
氏名・所属身 分 招欄 間 研 究 テ ー マ 掩 響 驕1'離
齊 藤 明 夫1995.4.1二 酸化炭素の電解還元 に 客員研究部門 工種
通商産業省工業技術 院九州工業技術研 ～ おけるアモルファス合金 材料設計学研 究部 門
究所研究室長1995.9.30の 電極特性 併任教授 〈橋 本研究室 〉
太 田 仁1995.4.1磁 性体 の強磁場サブ ミリ 客員研究部門1種
神戸大学理学部 助教授 ～ 波ESRの 研究 材料 プロセス評価学研究部 門
1995.9.30併 任助教授 〈本河研 究室 〉
吉 成 武 久1995.1.1層 状 ナ ノ構造物質の光学 客員研究部門1種
山形大学理学部 助教授1的 機 能の解析 新素材 開発施設 ・併任助教授t・
1995.6.30〈 新素材 開発施設 〉{'
宇 圧1聡1995,4,1融 液構造 の内在的不均 一 客員研究部 門 且種
三菱 マテ リアル㈱ 先端事 業本部 ～ による固液界 面不安定性 材料物性学研 究部門
課長代理1995,9.30の 研 究 客 員教授 〈福 田研 究室>
CHATTOPADHYAY,Kamanio1994.12.15液体急冷お よびメカニ カ 客員研究部 門皿種
イ ン ド理科大学 教授 ～ ルアロイングによるナ ノ 物 質創製学研 究部門
1995,6.14結晶材料 の作製 と評価 に 客員教授 〈増本研 究室 〉
関す る研 究
POBORTCHI,Vladimir1995.2.1ゼ オライ ト中のナノ構造 客員研究部 門皿種
ロシアA.F.ヨッフェ物理工学研究所 ～ 物質の作 製 と機能評価 新 素材 開発施設 ・客員教授
主任研究員1996.1.31〈 新素材 開発施設>
SLUITER,MarcelHenricusFranciscus1994.2.12第一原理電子状態計算 に 寄附研 究部 門(日 立)
アメ リカ合衆 国 ローレンス ・リバ モ ～ よる三元系合金状態図の 材料設計 シミュ レーシ ョン ・.
ア国立研究所 研究員1995.9.30研 究 客員助教授 く川添研究室 〉'
PARLINSKI,Krzysztof工995.4,1分 子動力学法に よる整合 寄附研 究部 門(日 立)
ポー ラン ド原子核物理学研究所 教授 ～ ・非整合転移現象の研究 材料 設計 シミュ レーシ ョン ・
1995.9.30客 員教授 〈川添研究室 〉
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B.日本学術振興会など
氏名・所属・身分 研究輔 研 究 テ ー マ 受～勇臓 詳
KARPIERZ,Krzysztof1994.11.30化 合物薄膜のナノスケー 日本学術振興会
ポー ラン ド ワルシャワ大学物理科学/ル 構造制御 による電子機 外国人特別研究員 ・新 プログ
部 門 研究助手1995.11.29能 の開拓 ラム
〈助教授 粕谷厚生>
BARNAKOV,YuriiAnatolievich1995.4.1化合物薄膜のナノスケー 日本学術振 興会
ロシア ヨッフェ物理工学研 究所 ～ ル構造制御 による電子機 外国人特別研究員 ・新プ ログ
1996.3.31能の開拓 ラム
〈助教授 粕谷厚生>
TINDALL,Craigl995.4.1ポ イ ン トプローブ法 によ 日本学術振興会
アメ リカ カ リフ ォルニ アアー ビン大 ～ る界面の原子 レベ ルで の 外国人特別研究員 ・新 プログ
学 工996.3.31研究 ラム
・ 〈教授 櫻井利夫 〉
○ 箏国金撫 甥 ぜ留 瑚 寸研究所199514・1瀦蝶 器 購 網 謙 聯 員.新プ。グ
助手1996.3.31構 造の研 究 ラム
〈教授 櫻井利夫>
RINGER,SimonPeter1995.1.16ア トムプローブFIMに 日本学術振興会
オース トラリア モナ シュ大学/よ る高力 アル ミニウム合 外国人特別研究員(オ ース ト
研 究員1996。1.15金 の時効析出の研究 ラ リア)
〈教授 櫻井利夫 〉
趙 宝 栄(ZHAO,BaoRong)1994.10.1セ ラ ミックス基 の複合材 中国政府派遣研究員
中国 内蒙古金属材料研究所 第一研究 ～ 料 についての研究 〈教授 平井敏雄 〉
部 助教授1995.9.30
G
C.客 員研 究 員
氏名・所属身 分 研究期聞 研 究 テ ー マ 受慧 磨1瀦 分
張 暖(ZHANG,Yuan)1994.4.8ア トムプローブイオ ン顕 客員研究員
中国 北京科学技術大学 講師 ～ 微鏡 による金属材料研究 〈教授 櫻井利夫>
1996.3.31
凌 勇(LIN,Young)1994,8.26FI-STMに よる金属表面の 客員研究員
中国 清華大学 講師 ～ ガス反応 〈教授 櫻井利夫>
1995,8.25
胡 長武(HU,Chang-Wu)1994.9.22固 体表面上ナノ粒子の構1客 員研究員
国 復旦大学表面物理研究所/造 と電子状態 〈教授 鈴木謙爾 〉
研 究助手(講 師担 当)1995.9.21
金 絃 九(KIM,HyunGoo)1995.2.14メ カニ カル ・ミリングに 客員研究員





番号 研 究 会 の 名 称 代 表 者 開 催 期 間 醗 糖氏 名 所属 ・官職
95-1灘 饗 鱗 びその関連物質にお 前川 禎通 灘 藥7・6・1-7・6・22日 間 松本 秀樹
95糟 雛 蔽 稀 縦 量マイクr岡 泰夫 騰 灘 計7・6・22-7・6232日間 八百 隆文
95-3巨大磁気抵抗効果研究の新展開 新庄t鞄 講 灘 ㌦7・3-7・7・42日 間 藤森 啓安
95-4灘 講 簾 によるナノ材料の 田中 信夫 鞘 議 工7・11・13--7・11・142日間 平賀 覧
95-5陽電子の材料科学への朋 兵頭 俊夫 暮奉灘7・ll・21-7・11・222日間 長谷川雅幸e
95-6環境保全材料 林 安徳 拳1蹟 工7・11・27-7・11・282・間 橋本 功二
9ぴ構 藷懲 騰 繍 生一実験および 鈴木 直 嶺 難 礎7・5・3・-7・5・312日問 山・ 泰男
※開催期 間は変更す ることがある。
B.ワ ー ク シ ョ ップ
番号 ワークシ ・ップの踊 官㌦ ∵ 名 開 糊 間
95-1夢温超鱒 混合状態 におけるt目転移 と蘇 ピニ ン 教 授 小林 典男7・6・12-7・6・132日間(
95-2酸化物高温超伝導体の新 しい合成法 教 授 庄野 安彦7.7.3～7.7.42日 問
95-3辮 各簾 薩 塑 究 書懲 び躰 とのか 教 授 本河 光博7・7・3-7・7・42日間
95-4青色発光素子 における基板結晶成長の課題 教 授 福 田 承生7.8.30～7,8.312日間
95-5謙 現象 を利用 した各種分光法1こよる表面'界 助 手 辻 幸一7・8・31-7・9・12日間
95-6超 微 粒 子 ・表 面 ・界面 の ダイ ナ ミクス と物 性 教 授 川 添 良幸7.IL6～7,1L72日 間
95-7半 導 体 申 の水 素 助 教 授 末 澤 正志7.11.9～7.ILIO2日 間
95-8論 憲 繍 難 に関連 した新 しい プロー ブ顕 助 教 授 長谷川幸雄8・1・29-8・1・3・2日間
※開催期 間は変更 するこ とがあ る。
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C.研 究部共 同研 究
C-1.研 究代表者が所外の場合
採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
翻 研 究 題 目 所 属 氏 名 雅 室 氏 名
95-1・1尿蹄 石の成長抑制繍 こ関する研究 驚 科ブ様 糠 吉郎 小松研 小松 啓
95-1・2麟する結晶の濃度場の可視イヒ及びその騨 勺 山・大学工学部 横LLI㎜ 〃 ・
95-1・3酸化物超伝導体良騨 結晶成長の研究 義灘 霧 岡 邦彦 〃 ・
95-104薄膜 におけ る高分子結 晶のモ ルフォロジー 京都大学理学部 泉 邦英 ク ク
95一ユ・5撒 場中でのステ ップの挙動 と結晶成長 鍵 星 稀 上羽 牧夫 〃 宮下 哲
095-1・6酸 素 タンパク質結晶の内音聯 に関する研究 杢 阪 夢 稀 大嶋 寛 ・ 小松 啓
95-107壁開面 の微細 構・造の研 究 徳 島大学工学部 井上 哲夫 ク ク
95-!・8気相鯖 膜を利用した溶液成長誘聯 の解明 動 蜜 痛 懸 清隆 ・ ・
9掘 巨大タンパク質分子の結晶イヒ制御因子の解明 鵤 人学工学部 月原 冨武 〃 〃
95-109強磁場 中性子散乱技術 の研 究開発 神戸大学理学部 新井 正敏 本河研 本河 光博
95-110基底一重項磁性体 におけ る磁場 中磁気相の研 究 福井大学工学部 網代 芳民 ク 〃
95-IUY(Sc)(Mn-Al)、の強磁場磁化 福 井大学工学部 目片 守 ク 〃
95-112莞素耀 話 窺髪よる金醐 ヒ合物中の第三 轄 研繍 沼倉 宏 桜井研 桜井 利夫
G95-II3FI-STMに よる高分子 の表面 ・界面物性 の研究 東京大学工学部 西 敏夫 ク ク
95-114半導体 ヘテロ接合界面の微視的研 究 広島大 学工学部 吉村 雅満 ク ク
95-115離能アトムプ・一ブの開発 君簾 篇 簸 期 広史 ・ 〃
95-116㍊におけるSi表面吸着磯 分子の電子状態の 錨 学赫 川合 矢口二 ・ 〃
95-117気相成長C…C・・M結晶のFI-STMによる灘 薯子堅学赫 村上 健司 ・ ・
95-118半導体表面におけ翻 莫成長ダイナ ミックス 箪 畢 様 一宮 彪彦 〃 ・
95-119電界 イオン分光法 による探針の電子状 態の評価 京都人学工 学部 酒井 明 〃 〃
95-!2・固体表趾 フラー レンの酬 犬態 静岡大学工学部 山・ 豪 難 騨 暮 醗
95-121事㌫ 疑 鰻 纏 極を用レ'るクー ロン 蒲 繍 講 根城 均 桜井研 桜井 利夫
45一
採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
翻 研 究 題 目 所 属 氏 名 研究室 氏 名
95-122単肝tipからのフィール ドエ ミッシ・ン 蕊 幣 蘇 坂田 東洋 桜井研 桜井 利夫
95-123灘號 錨Siウ ェーハ表面の金属汚染物の 大阪大学工学部 森 勇蔵 〃 ・
95-124髭Pt系永久磁石用合金の歯科応用のための研 長崎大学歯学部 安田 韻 〃 〃
95-125高温超伝導体の渦糸状態における熱輸送 岩手大学工学部 能登 宏七 小林研 小林 典男
95-126214系酸化物超鱒 体の混合状態 樵 鱗 灘 岩崎 秀夫 ・ ・
95-127セリウム近藤半躰 の熱伝導と縄 能 繍 科鰭 高畠 敏郎 〃 眼 政
95-128羅T-TTF系磯 超伝導体の超音波測定による 岩手大学工学部 吉澤 正入 深瀬研 深瀬 哲郎
ズ
95-129酸化物超伝 導体 の熱拡散率 とフ ォノン散乱 岩手大学工学部 藤代 †専之 ク 〃s
95-13・難 騰 轟下の2次元電子系の量子ホール効 孟 態 稀 川路 紳治 ・ 〃
95-131分i・1鮪欝 体の囎 繍 目 議 府霧 審 訓 醐 〃 佐々木孝彦
95-132G・、G・を含むM・合金嚇i生 夢難 薯 舗 堀 富栄 山・研LLI・ 糊
95-133動素化物YF・D・GdF・・Dxの灘 と中性子回折 是 奎 轄 兼松 和男 ・ 〃
95-134M釦Sn磁賄 移の中性子回折による研究 笹 讐 稀 安西修一良IS・ ・
95-135ラーベス相RM隙 離 聾 至 隷 井上 和子 〃 〃
95-136R(Z・・一・CUx)・(R;希土類)の灘1州]輩 業 稀 北井 哲夫 ・ 阿音畷 也
95-137非銅系超伝躰 の結晶齢 籍 鑑 壕 神山 崇 ・ 山 糊 ぐ
95-!38CeRUzの電子状態 琉球大学理学部 矢 ケ崎克馬 〃 阿部 峻也
95-139A・-M・系嚇i生 睾材撫 奇癌 松本 實 ・ ク
95-14・酸化物灘 鰍S・)3Zn・F…llの磁 離 蘇 翠 醤 桃沢 信幸 〃 山・ 糊
95-141尉iCo合金を用いた高/惑麟 気抵抗素子の 東北大学工学部 久保田 均 〃 ・
95-142Mn-Al,Si系金属 間化合物 の磁性 愛媛大学工学部 冨吉 昇一 ク 〃
95-143瀦翫畿 瀞 土灘 属;X:Si・Ge)系化合 東北大学理学部 小林 寿夫 ・ 小野寺馳
95-144窪撫 ゲナイドの鋸 一非金属転移に対する 八戸工業大学 畑 悟 〃 阿音il馳
95-145認誕 麟 ぽ 入される欠F徽 噺 ビ 福岡大学工学部 友景 肇 角里予研 関・ 隆史
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採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
甜 研 究 題 目 所 属 氏 名 研究室 氏 名
95-146猫ファス半導体中の欠陥の言騰 実験によ 謙 讐 難 細 望 角野研 関・ 隆史
95-147半導体の欠陥準位に関する研究 義灘 霧 大串 秀世 ・ ク
95-148喘晶中の結晶欠陥の縣 婁秘 撃 議 小島 謙一 ・ 末澤 正志
95-149固相一液相転移の理論的研究 岩手大学工学部 長谷川正之 川添研 人野かおる
95-150巨大な単位胞 を持つ系の電子状態 大阪大学理学部 赤井 久純 ク 高橋 学
95-151扁姦 イックな備 相転移の理論的および数 魏 辮 燕 鈴木 増雄 ・JII添 良幸
95-152麟元量子スピン系の磁化過程とゆらぎ形態の 齎1灘 課 宮下 精二 〃 ・
e95 -153騰 灘 臨界現象の計難 シミユレトション 鯨 大学工学部 騰 伸泰 〃 ・
95-154鵬圧下での半導構 造 篇 会斎戴 進藤 浩一 ・ 大野かおる
95-155磁1躰のランダム醐 効果 細 者墜 楡 岡部 豊 〃 ・
95-156ウラン化合物 の電子構造 新潟大学理学部 長谷川 彰 〃 川添 良幸
95-157磁性 ウラン化 合物 の電子状態 とフェル ミ面 東北大学理学部 山上 浩志 ク 大野かおる
95-158炭材粒子の燃焼反応の計難 シミュレー シ・ン 翻 学繍 徳田 昌則 ・ 余 京智
95-159砺畿 正簾 享縦 輔 漿讐 辮 景子者秘 繍 義家 敏正 山・研 長谷川雅幸
95-16・輸 痴 蕨 ズの細孔を持つ物質における 新潟大学工学部 北山 淑江 〃 〃
C95-161金 属一半導体界面の微細構造に関する研究 京都大学工学部 奥 健夫 ク 山口 貞衛
95-162イオン注入法による遷移金属化合物薄膜の研究 東北大学工学部 山田 幸男 ク 〃
95-163t4kKムセラミック噺 吉晶 と金属との高温化 金 肛 業 大学 那須 昭一 ・ 〃
95-164箋基金属間化合物の格子欠陥及び照射損傷の研 鍵 工様 那須 三NI`・ 花田 黎門
95-165鉄一クロム系 窒化 学物多層膜のRBSによる研究 山口大学工学部 中山 則昭 ク 山口 貞衛
95-166響朧 奇雛 鍵 驚 灘ERD法および陽 繍 学繍 蔵元 英一 鵬 婁暮川癖
95-167騨離 罐 灘 の炭素肝 と合金元素の相 灘 縮 鱗 阿部冨二雄 松井研 松井 醐
95-168A1合金複合材 の クリープ特性 と変形組織 山形大学工学部 松浦 圭助 〃 箕西 靖秀
95-169磁 テナイ ト鋼の中肝 照身寸による照射硬化 鯨 大学工学部 香【ll晃!・ 松井 醐
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採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
翻 研 究 題 目 所 属 氏 名 研究室 氏 名
95-17・Z鯖嫉HI族 化合物半導体のフォト 渠材些学赫 一色 実 八百研 八百 隆文
95-171諮麟 騰 繍 ウ素イオンポリマーの 響]輩 業稀 鳥海幸四郎 ・ 黒田 規敬
95-172警猛麟 鶴 欝 鯉 尋凝 禧覇 鰯 試作[⊥1・大学工学部 松1甫 満/・ 黒出 規敬
95-173聖を含む化舗 における高圧下の酬 犬態の研 東北大学理学音1～小林 寿夫 ・ 酒井 政道
95-174量聯 半導体の光物性 塁岡望術難 打木 久雄 ・ 八百 隆文
95-175凝体表面電蒲 造の制稚賑 面反応に関する 庶 学工学音[1吉村 雅満 ・ 〃
95-176擬欽 元騰 昔体の光学特i生 雛 轄 概 信之 ・ 黒田 規敬
ガ
95-177非晶質高濃度近藤系の核磁気共鳴 徳島人学工学部 大野 隆 鈴木研 鈴木 謙爾 「
95-178Sic系アモルファ襯 維の離 杢 阪ヤ 稀 岡村 清人 〃 ・
95.179グラニュラー物質の構造制御 とパ ーコ レー シ ヨ 九州大学理学部 小 田垣 孝 〃 クン
95-18・アモルファス物質の 「低エネノレギー励起」 謹 犠 誹 金谷 利治 ・ 〃
9318僑謹 譜 覇 講1旨 性鞭 ヒ合物ガラスの 奈購 ㈱ 究 離 則正 〃 〃
95-182議ジウムmマグネシア分散強イヒ合金に関する 東北大学工学部 佐藤 学 〃 〃
95-183不規則構造 系 のスロー ダイナ ミックスの研究 金沢大学理学部 樋渡 保秋 〃 〃
95-18嘱耀 綴 醐 欝 問界面における電 騨 ㌢藩 仙石 保 ・ ・
ゾ
95-185カルコゲ ン合金のアモル ファス化 と構1造変化 新 潟 薬 科 大 学 柿沼 藤i雄 〃 〃k
95.186La(Co1-、Mn.)13化合物の磁性 と低温比熱 東北大学工学部 深道 和明 〃 〃
95-187翻 誹 グによる鉄繍 ヒ物の還元反応に 儲 縮 那須 稔雄 ・ 〃
95-188超イオン輪 体ガラス備 造 とダイナミクス 輩 鱒 様 河村 純一 〃 〃
95-189隅冨 ラス系におけるfastmodeとガラス転移 避 墓 様 加美山 隆 〃 ク
95-19・希纐 一遷移金属多層膜の瀧 と磁気異方性 釜 曝 瑞 網島 滋 ・ 隅山 兼1台
95-191辮 におけるCe系非晶質HeavyFe「mionの電 熊本大学教養部 臨 玄道 ・ 〃
95-192孟藤 総 ア袷 金の静的ならびに動的解 曝 様 福永 俊日青 〃 鈴木 舗
95-193非顯 合金のフォ〃 分散の研究 雛 鞘 撫 大友 季哉 ・//
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採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
翻 研 究 題 目 所 属 氏 名 研殖 氏 名
9㌫19覗麓 蘇 勃 繍 徽 渥 廉 簾 鰍 儂 応1隔 癌 富田 彰 鈴木研F・V・M兼治
95一ユ95窩壁隷 雛 膜による合金の高闘 餅 の 整 導 様 金野 英隆 橋本研 橋本 功二
95-196睾厭 難 盈%篇 気化学白勺翫 に及ぼす 紺 蘇 原 基 〃 ・
95-197難皇鶉 糠 する不働態皮月莫の性質に及ぼ 大阪大学工学部 畑 俊夫 〃 〃
95-198フッ化物溶液中におけるオ料の局部腐食雛 圭難 篇 甥 所 禾目彦 〃 ・
95-199謙猫 躰 薄縣 極を用いた材徽 能化 空 蝉 楡 瀬尾 真1告 ・ ・
95-2・・ コーティングによる耐環境材料の開発 空 海 逗 様 高橋 期 ・ ・
095 -2・1翻 鍛 獺 合講 を出発として階1生 名古屋工業大学 大塚 俊明 〃 〃
95-2・2Al/Z・積翻 莫のアノード酸化挙動 響 飛 大計 削縫 一 〃 〃
95-2・3高騰 水素発生醜 の開発 杢阪撃 大議 西村 六郎 〃 ク
95-2・4釜灘 襯 電解翫 にお1ナるアモルファ袷 王難 篇 酬 藤 明夫 〃 〃
95-2・5海水電解用醸 発生醜 の作製 室京誓 稀 吉野 隆子 〃 〃
95-206衝撃圧縮ガラスの生成 とその構造 金沢人学理学部 奥野 正幸 庄野研 庄野 安彦
95-2・7金属中における非鋸 元素の体積と圧締1生 避 醤 深井 有 ク 〃
95-2。覗 篇 撫 蔽 懲 鋪 贈 属アノレミナイ 棘 大学工学部 相澤 龍彦 〃 〃
C95 -2・9叢金属問化舗 の離 及び磁気相転移の協力i北 讐 大継 又 武 ・ 藤永 保男
95-21・講 超伝轍 ヒ物の合成と離 及び訂 状態の 讐↓ 繍 細 安生 〃 庄野 安彦
9321倭化アルミニウムの解 誘起相転移と状態方程 熊本大学工学音is真下 茂 〃 ・
95-212長石族鉱物の構造 と振動 スペ ク トル 埼玉大学理学部 森岡 義幸 〃 〃
95-213総凝N量 一Z「合金によるメタノールの水 準 児 塁 稀 高橋 武重 躰 研 躰 健
95-214護蓄ニカルアロイングによる新素材開発と材料 防 衛 大 学 校 木村 博 〃 ・
95-215繕完謡 アモルファ袷 金箔の水素透過性 難 騰 嶽 騰 直次 〃 ・
95-216襯鞭 鶉 躍 鋤 繍 嬬 己憶合金 東北大学工学部 握 赦 ・ ・
9写21囑粥 鵬 らびに非晶質の構造に関する分子 灘ll籍 屋 小Jl[浩 ・ 相原 智康
一49一
採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
番号 研 究 題 目 所 属 氏 名 研究室 氏 名
95-218急冷細Ti-Pd系形状言E・r意合金の相変態 渠材圭学繍 松本t--R・lt曽本研 献 清
95-219形状制御のためのSMAの熱 ・灘 的特i生評価 嘉体繍 究ti,献 敏行 〃 ・
95-220水素吸蔵による非平衡相金属合金の磁気特性 岩手大学工学部 李 星 国 〃 ク
95-221舗藩 懸 アモルファ袷 金の時効挙動と 愛媛大学工学部 猶原 隆/!fit曽 本 健
95-222多層膜超伝導体の磁 束局在 の臨界電流 岩手大学工学部 池部 学 藤森研 藤森 啓安
95.223Mn系アモル ファス合金の磁性 と熱膨張 東北大学工学部 深道 和明 ク 小尾 淑久
95.224金属 問化合物Hf(Fe,Co),の磁気転移 と圧力効果 信 州大学理学部 永井 寛之 〃 吉 田 肇
95-225縢孟型アモルファ給 金(HLTa)FeL,の構 至蘭]譜 蟷 村山 茂幸 〃 梶 淑久1
95-226鵬擁 灘 墜 移に対する圧力'腸 下での 駆 艦 様 姻r矧`・tim肇
9522橿締 金醐 ヒ舗 及び合金の励 鰐 榊 北撃 稀 鹿又 武 〃 ク
95-228ワイドギャツプ化舗 の欠陥言平価 騨 術鱗 飯田 誠之 細 研 †畑 醗
9写22鞭灘 稟傷 輔 ジマン法による化舗 の育成 大阪大学工学部 大中 雌 ・ ・
95-23・繍 翻 雲 聾 鍬 ロブスカイト型 欝 瑠 蒲 堀内 弘之 ・ ・
95-231金属問化舗 の結晶瀧 の次元1生と物性 瀦 雛 講 葉 金花 〃 〃
95-232楚ルク非線形光学結晶の有効非線形定数糖 測 離 難 浅1瑚券征 ・ 〃
ノ
95-233半躰 単結晶SiG・系合金の電気的特1生 響 飛 様 松本 智 ・ ・`・"
95-234Au-Co単結晶の作製 東北大学工学部 深道 和 明 ク 〃
95-235熱電半導体化合物の基礎穂 こ関する研究 鷺 鱗 縄 畑 雅一 平井研 平井 雛
95-236Sic-B、C複合セ ラミックスの高温酸化 東北大学工学部 井 口 泰孝 ク 〃
95-237CVD法による酸化物超伝導体薄膜の合成 東北大学工学部 梶谷 剛 ・ 〃
9323喘 一ザーアブレ ションを用いた薄膜の構造評 山形大学工学部 神戸 士RB〃 〃
95-239耐熱合金の高温腐 食 湘 南 工 科 大 学 天野 忠昭 ク 〃
95-24・職 錨 蕪 甥 基舗 骸 金における非 熊本人学工学部 西田 稔 井J:Wf井上 明久
95-241蟹で囲まれたナ噺 吉晶の生成とその㈱ 勺 響 魏 聖製 渡部 充 〃 〃
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採択 研 究 代 表 者 金研の対応教官
翻 研 究 題 目 所 属 氏 名 磯 室 氏 名
9324嘱あ蒜 ウム基アモルファ袷 金の高温酸化過 勤 舗 品田 豊 井上研 井上 明久
95-243急速綱 により作製した非平衡相合金の諸特i畷 撃 撃 議 剤fl参身 ・ ク
95-244ジル コニ ウム基 金 属 ガ ラス にお け る拡 散 岩 手大 学 工 学 部W,Sprengelク 〃
9324嘱 売ルフア袷 金のナノ成形力「酔i生 に関する 群駄 学工学音】S早乙嫌 典 〃 〃
95-246準結晶の動的順 に関する研究ll路]ず 稀 石井 靖 〃 察 安 邦
95-247売ルミニウム縫 結晶の超塑1生に関する基酬 杢 阪摩 様 東 健司 ・ 井上 明久
95-248表面改質したアルミニウ姶 金の㈱ 的甜 細 醤M -L道 弘 花聞 花田 修治
695 -2491Bi縞温超伝導材料の酉己向化 と喘 劉 醤 永田 明彦 〃 〃
95-250超高純度Ni3Al合金の延性 岩手大学工学部 千葉 晶彦 ク ク
9ひ25幅騰 元素添加によるNi'(Si・Ti)の環境脆化抑 至蘭墜 楡 斎藤 英之 〃 高杉 隆幸
95-252罵5CnNbラーベス相金属問化合物の変形転鞠 高斑 董高等霧 吉田 光彦 〃 〃
95-235遷移金属/Si系における界面反応の電囎 察 押 墜 様 佐妹 克孝 平酬 平賀 賢二
95-254規則格刊 準結晶の瀧 研究 釜 古 墨 様 磁 勉 〃 ・
95-255灘響 纈 微鏡によ硝 量接合界面の微細 翻 欝 獲 佐々木 元 〃 ・-
95-256解蟹騨 灘 難 儀講 崎記1船金マ 熊本大打 学部 西田 稔 〃 〃
¢95 .257鮒 末鋸 問化合物の結晶雛 解析 広島大学理学部 北野 保行..
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C-2.研 究代表者が所内の場合
採択 研 究 代 表 者 来 所 研 究 者(代 表)
番号 研 究 題 目 研究室 氏 名 氏 名 鰍 等 所 属
95-3・構 晃Ga囎によるAeE危性破壊の微視的 桜井研 桜井 利夫 兵藤 申一 教 授 明治大学理学部
95-3・2艦認;蟹 懲 ζ腎 幣 さ 川添研 川添 良幸 ネ軸 博 講 師 論 公立大学
95-3・3編轍 矯 過程の第一原理分 〃 〃 池庄司民夫 技 官 麟 購 緕
95.304了イクロク ラ1タ ーの コンピュー タシ ク ク 近藤 保 教 授 東京人学理学部
ミ ュ レ ー ン ヨ ノ
95-3・5鷺C謝蹄 濫 謄 鯉 要禦 饗 松井研 松井 翻 神山i輔 自市 青離 立大学
95-3・噛 騰r物 半導体量子マ伽 構 八百研 八百 隆文 望胴 券美 教 授 碓 専修大学(
95-3・禮 翻 畿 溢 巖 灘 瓢 物半 〃 〃 斉藤 輔 授 岡山理科大学
95-3・構 繍 性塩を原料とするSp「ay-ICP法庄野研 香川 昌宏 奥l」」喜久夫 教 授 広島大学工学部
95-3・9職雛 搬 離 合金劇莫の新 麟 研 麟 啓安 佐麟 昭 教 授 塑 曳 大kt
95-31嘱鹸 ㌫ 謙 雛 辮 箋の結 井上研 井上 明久 宝野 和博 研究員 耕簾 篇 鋸
95-311鞭翻 響 鱒 茄 錘 扇ドィ ・放射体 佐醐 佐務 菅沼 歎 助鞭 静臥 学理学部
、
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最近発表 された論文等 リス ト



























94-571金 属 間 化 合 物co3Tiの 環 境 脆 下 抑 制 に 及 ぼ す 斎 藤 英 之 ・ 杉 本 隆 之 軽 金 属44(1994),
雰 囲 気 お よ びFe添 加 の 効 果 泉 博 之 ・ 木 村 晃 彦635-640



















































94-585Si-B系 セ ラ ミ ッ ク ス の 相 図 と 熱 電 特 性 陳 立 東 ・ 後 藤 孝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41
向 田 雅 一 ・ 新 野 正 之(1994),1299-1303
平 井 敏 雄
94-586sic-B4c共 晶 セ ラ ミ ッ ク ス の 微 細 組 織 と ゼ ー 後 藤 孝 ・ 伊 藤 永 二 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41
ベ ッ ク 係 数 向 田 雅 一 ・ 平 井 敏 雄(1994) ,1304-1307
94-587シ リ コ ン の 高 温 ・ 応 力 下 に お け る 挙 動 角 野 浩 二 日 本 学 術 振 興 会 第145委

















































94-602炭 化 物 分 散 型 ナ ノ 結 晶Fe-Si-Hf-C膜 の 軟 磁 気 長 谷 川 直 也 ・ 潟 岡 教 行 電 気 学 会 論 文 誌A,114







































































































94-63!大 過 冷 液 体 の 利 用 に よ る 新 し い 非 平 衡 構i造 相 井 上 明 久 金 属65(!995) ,[1]
の 創 製 と 新 素 材 開 発45-52







94-635H-VI族 化 合 物 半 導 体 のMBE八 百 隆 文 分 子 線 エ ピ タ キ シ ー ,















































































94-658酸 化 物 単 結 晶 作 成 に お け るTwisting福 田 承 生 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌21
(1994>,S509-S5!4
94-659希 土 類 や ウ ラ ン の プ ニ ク タ イ ト,カ ル コ ゲ ナ 落 合 明 ・ 四 竃 樹 男 固 体 物 理29(1994),
イ ドの 高 品 質 結 晶 育 成 鈴 木 謙 爾 ・ 堀 田 英 輔8!1-815
鈴 木 孝
94-660稀 土 類 モ ノ カ ル コ ゲ ナ イ ド,プ ニ ク タ イ ト の 鈴 木 孝 ・ 志 田 博 固 体 物 理29(1994),
結 晶 作 製 李 徳 新 ・ 芳 賀 芳 範685-689
松 村 武 ・ 落 合 明
北 沢 英 明 ・ 小 山 田 明
権 容 聖
一61一










































































94-681金 属 多 層 膜 の 超 伝 導 小 尾 傲 久 ・ 池 部 学 ま て り あ33(1994>,





























94-690AnEleetrocheinicalIrnpedanceStudyinMogiI.電 気 化 学62(1994),
HighMagneticFields1295-1297
94-691ElectrochemicalPoly皿erizationofMogiL電 気 化 学62(1994),
AnilineinHighMagneticFields1287-1289
94-692パ ネ ル 討 論 「電 気 化 学 の 盲 点 」 シ リ ー ズ 皿 橋 本 功 二 ・ 春 山 志 郎 電 気 化 学 協 会 技 術 ・教
































































































94-721高 温 炉 原 子 吸 光 法 に お け る 原 子 蒸 気 温 度 の 異 平 野 義 博 ・ 保 田 和 雄 分 析 化 学43(1994),
常 な 上 昇 に っ い て 広 川 吉 之 助B13-816
94-722鉄 鋼 な ど の 金 属 材 料 高 田 九 二 雄 金 属64(1994>,[11]
23-29
94-723斜 入 射 ・斜 出 射 一 蛍 光X線 分 析 法 に よ る 辻 幸 一 ・ 佐 藤 成 男 表 面 科 学15(1994),







94-725AFMに よ る 結 晶 成 長 の 原 子 レ ベ ル 解 析 小 松 啓 ・ 宮 下 哲 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌21




























94-732材 料 科 学 の た め の コ ン ピ ュ ー タ ー ネ ッ ト ワ ー 川 添 良 幸 ま て り あ33(1994),
ク 環 境 一 な ぜ 材 料 科 学 に 必 要 な の か 一1241-1244
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